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一
、
は
じ
め
に

平
岡
敏
夫
は
、
明
治
四
十
年
前
後
を
境
と
す
る
漱
石
の
文
学
観
の
変
化

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。 (1)

「
虞
美
人
草
」
か
ら
「
坑
夫
」
（
明

・
～

）
を
経
て
「
三
四
郎
」

41

1

4

「
そ
れ
か
ら
」
に
至
る
道
程
は
た
し
か
な
変
貌
で
あ
る
の
に
、
そ
の

理
由
は
明
確
に
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。
そ
の
こ
と
を
い
ま

も
な
お
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
漱
石
は
何
か
に
出

会
っ
た
の
だ
。

こ
の
時
期
の
漱
石
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
「
真
」
の
重
視
や
人

間
心
理
に
対
す
る
関
心
へ
の
傾
斜
、
小
説
の
構
成
の
変
化
な
ど
、
様
々
に

論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
十
分
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
と
は
言

え
ず
、
い
ま
だ
に
こ
の
平
岡
の
指
摘
は
生
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 (2)

特
に
平
岡
の
指
摘
す
る
漱
石
の
出
会
っ
た
「
何
か
」
に
つ
い
て
も
、
現
在

即
座
に
思
い
つ
く
の
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
影
響
で
あ
る
が
、

漱
石
の
イ
プ
セ
ン
受
容
を
め
ぐ
っ
て

―
明
治
四
十
年
前
後
の

漱
石
の
文
学
観
と
の
関
連
か
ら
―

藤
本

晃
嗣

F
U
J
I
M
O
T
O

A
k
i
t
s
u
g
u

重
松
泰
雄
と
小
倉
脩
三
の
間
に
見
解
の
相
違
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
定
説
を

見
な
い
状
況
で
あ
る
。 (3)

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
漱
石
が
自
ら
の
主
要
な
文
学
観
を
語
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
「
文
芸
の
哲
学
的
基
礎
」
（
「
東
京
朝
日
新
聞
」
一
九
〇
七
（
明

治
四
十
）
年
五
月
四
日
―
六
月
四
日
、
も
と
は
同
年
四
月
二
十
日
に
行
わ
れ
た
講
演
）

や
「
創
作
家
の
態
度
」
（
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
一
九
〇
七
（
明
治
四
十
一
）
年
四
月
、
も

と
は
同
年
二
月
十
五
日
に
行
わ
れ
た
講
演
）
を
詳
細
に
吟
味
し
て
考
察
す
る
必
要

が
あ
る
。
し
か
し
本
稿
は
こ
の
問
題
の
解
明
を
目
標
と
す
る
も
の
で
は
な

い
。
む
し
ろ
漱
石
と
イ
プ
セ
ン
の
関
係
か
ら
、
こ
の
時
期
の
漱
石
の
文
学

観
を
探
る
こ
と
が
主
眼
で
あ
る
。
但
し
、
漱
石
が
明
治
三
十
九
年
十
月
十

六
日
の
鈴
木
三
重
吉
に
宛
て
た
書
簡
で
、
「
イ
ブ
セ
ン
流
に
出
な
く
て
は

い
け
な
い
」
と
書
き
、
自
ら
の
文
学
に
対
す
る
姿
勢
を
イ
プ
セ
ン
の
名
前

を
出
し
て
語
っ
た
と
い
う
事
実
や
、
ま
た
明
治
四
十
二
年
に
は
談
話
「
予

の
希
望
は
独
立
せ
る
作
品
也
―

予
の
描
か
ん
と
欲
す
る
作
品
」
（
「
新
潮
」

一
九
〇
九
（
明
治
四
十
二
）
年
二
月
）
で
、
漱
石
が
自
ら
の
理
想
と
す
る
作
品

を
、
や
は
り
イ
プ
セ
ン
の
名
前
を
出
し
て
説
明
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る

な
ら
、
い
ず
れ
に
し
て
も
先
の
問
題
解
明
の
端
緒
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
。

漱
石
と
イ
プ
セ
ン
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
漱
石
研
究
の
内
外
か
ら
そ
の

重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
言
及
の
多
く
が
部
分
的
な
も
の
で

あ
り
、
い
ま
だ
そ
の
全
体
像
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。 (4)

例
え
ば
、
三
好
行
雄
編
、
平
岡
敏
夫
他
編
、
ど
ち
ら
の
『
夏
目
漱
石
事
典
』

に
も
「
イ
プ
セ
ン
」
の
項
目
が
た
て
ら
れ
て
お
り
、
漱
石
研
究
に
お
け

(5)

る
そ
の
重
要
性
は
認
識
さ
れ
て
き
た
と
も
言
え
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
先



行
研
究
が
、
漱
石
と
イ
プ
セ
ン
の
関
係
の
す
べ
て
を
捉
え
尽
く
し
て
い
る

と
は
言
い
難
く
、
こ
の
点
に
つ
い
て
よ
り
い
っ
そ
う
の
解
明
が
必
要
と
さ

れ
る
。

本
稿
で
は
、
先
に
挙
げ
た
問
題
を
見
据
え
な
が
ら
、
漱
石
の
イ
プ
セ
ン

読
書
の
経
緯
と
そ
の
イ
プ
セ
ン
観
の
あ
り
方
の
整
理
を
行
い
、
漱
石
の
文

学
観
と
イ
プ
セ
ン
受
容
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
れ
を
通
し
て
、
今

後
漱
石
の
作
品
を
イ
プ
セ
ン
の
影
響
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
す
る
た
め
の

土
台
と
し
た
い
。

二
、
漱
石
の
イ
プ
セ
ン
読
書
に
つ
い
て

最
初
に
漱
石
の
イ
プ
セ
ン
作
品
の
蔵
書
状
況
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

『
漱
石
全
集

第
二
十
七
巻

別
冊

下
』
の
「
漱
石
山
房
蔵
書
目
録
」

に
あ
る
イ
プ
セ
ン
作
品
は
次
の
九
冊
で
あ
る

・
『
人
形
の
家
』
（
A
D
o
ll's

H
o
u
se ）
一
九
〇
〇
年

・
『
ロ
ス
メ
ル
ス
ホ
ル
ム
・
海
の
夫
人
』
（

R
o
sm

ersh
o
lm

a
n
d
th
e
L
a
d
y
fro

m
th
e

S
ea
）
一
九
〇
七
年

・
『
社
会
の
柱

他
』
（
T
h
e
P
illa

rs
o
f
S
o
ciety,

a
n
d
O
th
er

P
la
ys ）
（
『
社
会
の
柱
』

（
T
h
e
P
illa

rs
o
f
S
o
ciety ）

の
他
に
『
幽
霊
』（

G
h
o
st ）
、『
人
民
の
敵
』（

A
n
E
n
em

y
o
f

S
o
ciety ）

を
収
録
）
刊
行
年
記
載
な
し

・
『
ブ
ラ
ン
』
（

B
ra
n
d
）
一
八
九
九
年

・
『
ヘ
ッ
ダ
・
ガ
ブ
ラ
ー
』
（

H
ed
d
a
G
a
b
ler ）
一
八
九
一
年

・
『
ヨ
ー
ン
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ボ
ル
ク
マ
ン
』
（
Jo
h
n

G
a
b
riel

B
o
rkm

a
n
）
一

八
九
七
年

・
『
棟
梁
ソ
ル
ネ
ス
』
（
T
h
e
M
a
ster

B
u
ild

er ）
一
九
〇
一
年

・
『
小
さ
な
エ
イ
ヨ
ル
フ
』
（

L
ittle

E
yo
lf ）
一
八
九
七
年

・
『
私
た
ち
死
ん
だ
も
の
が
目
覚
め
た
ら
』
（

W
h
en

W
e
D
ea
d
A
w
a
ken
）
一
九

〇
〇
年

漱
石
の
蔵
書
目
録
に
あ
る
イ
プ
セ
ン
の
作
品
は
こ
の
九
冊
で
あ
る
が
、

当
時
、
イ
プ
セ
ン
の
翻
訳
や
紹
介
が
数
多
く
出
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
通
し

て
も
読
ま
れ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
そ
れ
に
つ
い
て
の
調

査
は
後
の
課
題
と
し
た
い
。
ま
た
こ
れ
ら
の
蔵
書
の
書
誌
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
木
村
功
に
よ
る
詳
し
い
調
査
が
あ
る
た
め
、
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ

く
。 (6)

次
に
こ
れ
ら
九
冊
に
関
し
て
、
い
つ
頃
漱
石
が
入
手
し
、
読
ん
だ
の
か

と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
い
く
。

ま
ず
入
手
に
関
し
て
、
既
に
木
村
が
「
蔵
書
目
録
」
や
村
岡
勇
編
『
漱

(7)

石
資
料
―

文
学
論
ノ
ー
ト
』
な
ど
の
書
き
込
み
を
も
と
に
調
査
し
て

(8)

い
る
。
木
村
は
『
人
形
の
家
』
、
『
社
会
の
柱

他
』
『
ヘ
ッ
ダ
・
ガ
ブ
ラ

(9)

ー
』
の
三
冊
を
留
学
時
、『
ヨ
ー
ン
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ボ
ル
ク
マ
ン
』
、『
棟

梁
ソ
ル
ネ
ス
』
、
『
小
さ
な
エ
イ
ヨ
ル
フ
』
、
『
私
た
ち
死
ん
だ
も
の
が
目
覚

め
た
ら
』
の
四
冊
を
帰
国
後
の
明
治
三
十
九
年
五
月
以
降
、
『
ロ
ス
メ
ル

ス
ホ
ル
ム
・
海
の
夫
人
』
を
明
治
四
十
年
以
降
の
購
入
と
し
、『
ブ
ラ
ン
』

に
つ
い
て
は
判
断
を
保
留
し
て
い
る
。
そ
の
『
ブ
ラ
ン
』
に
つ
い
て
は
、

木
村
も
参
照
し
た
「
蔵
書
目
録
」
に

N
o
.3
3
3 『
人
形
の
家
』
の
次
の

N
o
.3
3
4

と
し
て
そ
の
名
前
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
留
学
時
に
共
に
購
入
さ
れ
た



も
の
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

さ
て
漱
石
が
こ
れ
ら
の
本
を
い
つ
読
ん
だ
の
か
で
あ
る
が
、
留
学
時
購

入
分
の
も
の
に
つ
い
て
は
『
漱
石
資
料

文
学
論
ノ
ー
ト
』
に
『
人

―
、

形
の
家

『
社
会
の
柱

他
『
ヘ
ッ
ダ
・
ガ
ブ
ラ
ー
』
の
三
冊
に
関
す

』
、

』
、

る
メ
モ
が
あ
り
、
内
容
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
留
学

中
に
読
ま
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
『
ブ
ラ
ン
』
に
つ
い
て
は
、
読
書
時

。

期
を
確
定
す
る
情
報
が
な
く
、
詳
し
く
は
分
か
ら
な
い
。

（
明
治
四
十
、
四
十
一

次
に
帰
国
後
購
入
分
に
つ
い
て
で
あ
る
「
断
片

。
」
「

「
」「

」「
」

年
頃
」
）に

T
h
e
M
aster

B
u
ild

er
W
h
en

w
e
d
ead

aw
ak
en

B
o
rk
m
an

（
今
読

と
い
っ
た
書
き
込
み
が
見
ら
れ
、
特
に
「

ハ
T
h
e
M
aster

B
u
ild

er

デ
ハ
」
と
あ
り
、
こ
の
時
ま
さ
に
読
ん
で
い
る

ミ
カ
ケ
テ
居
ル
所
迄

）
p
.9
9

途
中
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
メ
モ
か
ら
『
棟
梁
ソ
ル
ネ

、

』
、『

』
、『

』
、

ス
小
さ
な
エ
イ
ヨ
ル
フ

私
た
ち
死
ん
だ
も
の
が
目
覚
め
た
ら

『
ヨ
ー
ン
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ボ
ル
ク
マ
ン
』
の
四
冊
が
や
は
り
近
接
し
た

時
期
に
読
ま
れ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
が
、
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
同
じ

メ
モ
の
前
の
部
分
で
漱
石
が
「

」
に
関
す
る
考
察
を
行
っ
て
い

C
h
aracter

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
一
部
を
見
て
み
た
い
。

ハ
風
邪
ヨ
リ
モ
遥
カ
ニ
複
雑
デ
ア
ル
。
而
シ
テ
物
ニ

C
h
aracter

rev
eal

p
h
ases

co
n
sist

遇
ヒ
コ
ト
ニ
逢
ツ
テ

セ
ラ
レ
ル

ハ
決
シ
テ

デ
ハ
ナ
イ
。
例
ヘ
バ
Ａ
ナ
ル

ノ
第
一
ノ

ヲ
Ａ
ト

ch
aracter

actio
n

１

、
、

。
ス
ル
ト
Ａ
カ
ラ
シ
テ
Ａ
Ａ
Ａ
ガ
推
セ
ル
様
ナ
モ
ノ
デ
ハ
ナ
イ

１
２

３
４

w
h
o
le

否
推
セ
ヌ
場
合
ノ
方
ガ
多
イ
。
此
推
セ
ル
場
合
丈
ヲ
カ
ケ
バ

ハ
出
テ
来
ナ
イ
。

sid
e

こ
の
考
察
が
、
一
九
〇
八

年
二
月
十
五
日
に
行
わ
れ
た

（
明
治
四
十
一
）

東
講
演
創
作
家
の
態
度
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
そ
れ
が
坑
夫

「
」

、
『

』
（
「

で
説
か
れ

京
朝
日
新
聞
」
一
九
〇
八
（
明
治
四
十
一
）
年
一
月
一
日
―
四
月
六
日
）

る
「
無
性
格
」
に
繋
が
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
少
な

( )10

（
東
京
朝
日
新
聞
」
一
九
〇

く
と
も
、
こ
の
よ
う
な
考
え
は
『
虞
美
人
草

、
』
「に
お
け
る
人
物
造
形
の

七
（
明
治
四
十
）
年
六
月
二
十
三
日
―
十
月
二
十
九
日
）

考
え
方
と
は
、
一
線
を
画
し
て
い
る
「
創
作
家
の
態
度
」
で
説
か
れ
た

。

「
性
格
」
観
は
、
こ
の
講
演
全
体
の
趣
旨
と
の
関
連
か
ら
説
か
れ
た
も
の

、
「

」
、

で
あ
り
こ
の
講
演
は
前
年
の
講
演
で
あ
る
文
芸
の
哲
学
的
基
礎
と

そ
の
基
本
的
な
立
場
が
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。 ( )11

つ
ま
り
、
こ
の
講
演
に
関
す
る
メ
モ
の
後
に
、
イ
プ
セ
ン
の
作
品
に
つ
い

て
の
メ
モ
が
あ
る
以
上
、
そ
の
読
書
時
期
は
『
虞
美
人
草
』
執
筆
以
降
の

講
演
「
創
作
家
の
態
度
」
前
後
と
見
な
し
て
ま
ず
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ

る
。さ
ら
に
こ
の
メ
モ
に
『
棟
梁
ソ
ル
ネ
ス
』
が
ま
さ
に
読
書
中
で
あ
っ
た

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
読
書
時
期
の
限
定
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
メ
モ
は
、
漱
石
の
イ
プ
セ
ン
受
容
を
考
え
る
上
で
欠
か
せ
な

い
も
の
で
あ
り
、
後
に
詳
し
く
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
こ
こ
で

は
、
漱
石
が
イ
プ
セ
ン
の
作
品
の
人
物
関
係
の
構
成
を
問
題
に
し
て
い
る

。
、『

』
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
そ
し
て
こ
の
よ
う
な

棟
梁
ソ
ル
ネ
ス

の
人
物
関
係
に
つ
い
て
、
漱
石
は
明
治
四
十
一
年
一
月
一
日
に
発
行
さ
れ

（
趣
味
」
一
九
〇
八
（
明
治

た
雑
誌
の
談
話
「
愛
読
せ
る
外
国
の
小
説
戯
曲
」
「

で
、
登
場
人
物
ソ
ル
ネ
ス
と
カ
イ
ヤ
と
の
関
係
が
、
最

四
十
一
）
年
一
月
）



初
発
展
を
予
期
さ
せ
な
が
ら
、
結
局
何
も
な
い
こ
と
を
不
満
と
し
て
述
べ

て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
談
話
の
時
点
に
お
い
て
、
す
で
に
『
棟
梁
ソ
ル
ネ

ス
』
を
読
み
終
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
こ
の
談
話
が
い
つ

行
わ
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
ま
で
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
が
、
お
そ
ら
く

前
年
の
十
二
月
十
六
日
ご
ろ
か
ら
始
め
ら
れ
た
『
坑
夫
』
執
筆
の
前
後

、

と
見
て
間
違
い
な
い
。
よ
っ
て
『
虞
美
人
草
』
執
筆
後
か
ら
『
坑
夫
』
執

筆
開
始
前
後
の
非
常
に
短
い
期
間
に
、
こ
れ
ら
イ
プ
セ
ン
の
諸
作
品
を
漱

石
が
読
ん
だ
可
能
性
が
非
常
に
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

『
』

、「
」

さ
ら
に
ロ
ス
メ
ル
ス
ホ
ル
ム
・
海
の
夫
人
に
つ
い
て
も

断
片

の
情
報
か
ら
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
『
ロ
ス
メ
ル
ス
ホ
ル
ム
『
海
の

。
』

夫
人
』
両
作
品
に
つ
い
て
、
漱
石
は
明
治
四
十
、
四
十
一
年
頃
と
さ
れ
る

「
断
片
」
に
そ
の
メ
モ
を
残
し
て
い
る
。
そ
の
メ
モ
内
容
は
簡
単
な
も
の

で
あ
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
そ
の
前
後
の
メ
モ
で
あ
る
。
二
つ
の
作
品
の

メ
モ
の
前
に
は
、
次
の
よ
う
な
メ
モ
が
あ
る
。

信
洲
ヘ
行
ク
旅
費
ヲ
ク
レ
ト
云
フ
。
旅
費
ヲ
ヤ
ル
。
ス
ル
ト
信
洲
ヘ

。
。

。
。

行
カ
ズ
今
度
ハ
東
京
ヲ
出
ル
ト
云
フ
デ
ハ
出
ロ
ト
云
フ
出
ズ

次
ニ
学
校
ヘ
行
キ
タ
イ
カ
ラ
束
修
月
謝
ヲ
出
シ
テ
呉
レ
ト
云
フ
。
束

修
月
謝
ヲ
ヤ
ル
。
学
校
ノ
入
学
試
験
ナ
シ
ト
テ
行
カ
ズ
。
次
ニ
女
ノ

決
心
ガ
聞
キ
タ
イ
カ
ラ
聞
イ
テ
呉
レ
ト
云
フ
。
次
ニ
ハ
漁
夫
ニ
ナ
ラ

ウ
ト
云
フ
。

矛
盾
。
矛
盾
ノ
解
釈

打
算
カ
発
作
カ
。
解
釈
ヨ

―

リ
生
ズ
ル
誤
解
。

「
」

。『
』

ま
ず
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
信
洲
と
い
う
地
名
で
あ
る

坑
夫

が
あ
る
一
人
の
男
の
実
話
を
も
と
に
し
て
創
作
さ
れ
た
こ
と
は
有
名
で
あ

る
が
、
そ
の
男
が
行
き
た
い
と
言
っ
た
所
が
「
信
州
」
で
あ
っ
た
。
こ

( )12

の
男
は
漱
石
に
小
説
の
題
材
を
売
り
に
来
て
、
そ
の
報
酬
で
信
州
へ
行
こ

う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
漱
石
は
そ
の
話
を
聞
い
て
、
小
説
に
す
る

こ
と
を
拒
否
し
、
代
わ
り
に
彼
自
身
に
小
説
を
書
く
こ
と
勧
め
た
。
し
か

し
彼
は
「
其
後
信
州
へ
も
行
か
な
け
れ
ば
、
書
き
も
せ
ん
様
子
。
結
局

、
」

こ
の
荒
井
某
は
漱
石
の
家
に
一
時
期
居
候
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
彼
の

行
動
と
先
の
メ
モ
が
関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
「
矛
盾
」

と
い
う
言
葉
は
『
坑
夫
』
に
お
け
る
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
っ
た
こ

、

と
も
併
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
『
ロ
ス
メ
ル
ス
ホ
ル
ム
『
海
の
夫
人
』
を

、
』

読
ん
だ
の
も
ま
た
『
坑
夫
』
執
筆
前
後
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

、

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
二
作
品
に
つ
い
て
の
メ
モ
の
少
し
後
ろ
に

「
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
測
で
き

U
n
co
n
scio

u
s

h
y
p
o
crite

（
早
稲

る
。
こ
の
「

」
は
、
談
話
「
文
学
雑
話

U
n
co
n
scio

u
s

h
y
p
o
crite

」
「

で
ズ
ー
デ
ル
マ
ン
の
『
消
え
ぬ

田
文
学
」
一
九
〇
八
（
明
治
四
十
一
）
年
十
月
）

過
去

の
女
主
人
公
フ
ェ
リ
シ
タ
ス
を
漱
石
が
形
容

』
（

）
T
h
e
U
n
d
yin

g
P
a
st

( )13

し
た
言
葉
で
あ
る
が
、
こ
の
『
消
え
ぬ
過
去
』
に
つ
い
て
先
の
「
愛
読
せ

る
外
国
の
小
説
戯
曲
」
で
、
漱
石
が
「
近
頃
面
白
く
感
じ
た
の
は
ズ
ー
デ

ル
マ
ン
の
『
ア
ン
ダ
イ
イ
ン
グ
、
パ
ス
ト
』
で
あ
の
な
か
の
フ
エ
リ
シ
タ

」
。

ス
と
云
ふ
女
の
性
格
と
其
叙
方
に
は
ひ
ど
く
感
心
し
た
と
述
べ
て
い
る

『
』『

』
、

つ
ま
り
ロ
ス
メ
ル
ス
ホ
ル
ム

海
の
夫
人
に
関
す
る
メ
モ
の
後
に

こ
の
『
消
え
ぬ
過
去
』
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
以
上
、
こ
の
二
作
品
を

読
ん
だ
の
は
、
少
な
く
と
も
談
話
が
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
明
治
四
十
年

の
暮
よ
り
以
前
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。



以
上
の
こ
と
か
ら
、
『
坑
夫
』
執
筆
開
始
前
後
に
漱
石
が
、
急
速
に
イ

プ
セ
ン
の
作
品
を
読
ん
で
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な

急
速
な
イ
プ
セ
ン
読
書
に
は
、
談
話
「
愛
読
せ
る
外
国
の
小
説
戯
曲
」
で

言
及
さ
れ
る
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
の
「
戯
曲
論
」
が
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
の
影
響
に
関
し
て
は
後
に
論
じ
る
つ
も
り
で
は

あ
る
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
期
に
、
漱
石
が
急
速
に
イ
プ
セ
ン
の
作
品

を
読
ん
だ
こ
と
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
が
主
に
人
間
の
心
理
を
扱
っ
た
と
さ
れ

る
後
期
の
作
品
で
あ
る
こ
と
は
、
後
に
見
る
漱
石
の
イ
プ
セ
ン
に
関
す
る

発
言
の
内
容
と
合
わ
せ
て
、
注
目
に
値
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 (14)

以
上
、
購
入
時
期
と
読
書
時
期
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

・
〈
購
入
時
期
、
読
書
時
期
と
も
に
留
学
時
〉

『
ヘ
ッ
ダ
・
ガ
ブ
ラ
ー
』
（
傍
線
あ
り
）

『
社
会
の
柱

他
』
（
書
き
込
み
、
傍
線
と
も
に
あ
り
）

『
人
形
の
家
』

『
ブ
ラ
ン
』
（
但
し
、
読
書
時
期
は
不
明
）

・
〈
一
九
〇
六
（
明
治
三
十
九
）
年
頃
に
購
入
、
一
九
〇
七
（
明
治
四
十
）
年

中
頃
か
ら
後
半
頃
に
か
け
て
読
書
〉

『
棟
梁
ソ
ル
ネ
ス
』
（
書
き
込
み
、
傍
線
と
も
に
あ
り
）

『
小
さ
な
エ
イ
ヨ
ル
フ
』
（
書
き
込
み
、
傍
線
と
も
に
あ
り
）

『
私
た
ち
死
ん
だ
も
の
が
目
覚
め
た
ら
』 （
書
き
込
み
、
傍
線
と
も
に
あ
り
）

『
ヨ
ー
ン
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ボ
ル
ク
マ
ン
』
（
傍
線
あ
り
）

・
〈
一
九
〇
七
（
明
治
四
十
）
年
に
購
入
、
一
九
〇
七
（
明
治
四
十
）
年
後
半

頃
に
読
書
〉

『
ロ
ス
メ
ル
ス
ホ
ル
ム
・
海
の
夫
人
』

三
、
評
論
、
談
話
に
お
け
る
漱
石
の
イ
プ
セ
ン
へ
の
言
及

こ
こ
で
は
ま
ず
、
評
論
や
談
話
に
お
い
て
、
漱
石
が
イ
プ
セ
ン
に
直
接

言
及
し
て
い
る
も
の
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
全
体
的
な
傾
向
を
確
認
す
る
。

漱
石
が
評
論
や
談
話
で
イ
プ
セ
ン
に
言
及
し
て
い
る
も
の
は
以
下
の
如
く

で
あ
る
。
小
説
で
触
れ
て
い
る
も
の
も
併
記
し
た
。
（
「
東
京
朝
日
新
聞
」
「
大

阪
朝
日
新
聞
」
と
も
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
は
、
便
宜
上
「
東
京
朝
日
新
聞
」
の
み
記
し
た
。
）

、
談
話
「
夏
目
漱
石
氏
文
学
談
」
（
「
早
稲
田
文
学
」
八
号
、
一
九
〇
六

1

（
明
治
三
十
九
）
年
八
月
）

、
談
話
「
文
学
談
」
（
「
文
芸
界
」
五
巻
九
号
、
一
九
〇
六
（
明
治
三
十
九
）

2

年
九
月
）

、
小
説
『
草
枕
』
（
「
新
小
説
」
十
一
年
九
巻
、
一
九
〇
六
（
明
治
三
十
九
）

3

年
九
月
）

、
小
説
『
野
分
』
（
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
十
巻
四
号
、
一
九
〇
七
（
明
治
四
十
）

4

年
一
月
）

、
評
論
（
も
と
は
講
演
）「
文
芸
の
哲
学
的
基
礎
」
（
「
東
京
朝
日
新
聞
」

5
一
九
〇
七
（
明
治
四
十
）
年
五
月
四
日
―
六
月
四
日
）

、
『
文
学
論
』
（
大
倉
書
店
、
一
九
〇
七
（
明
治
四
十
）
年
五
月
、
も
と
は
一

6

九
〇
三
（
明
治
三
十
六
）
年
か
ら
一
九
〇
五
（
明
治
三
十
八
）
年
に
か
け
て



の
東
京
帝
国
大
学
で
の
講
義
）

（
東
京
朝
日
新
聞
」
一
九
〇
七
（
明

、
評
論
「
虚
子
著
『
鶏
頭
』
序
」
「

7

治
四
十
）
年
十
二
月
二
十
三
日
）

（
趣
味
」
三
巻
一
号
、
一
九

、
談
話
「
愛
読
せ
る
外
国
の
小
説
戯
曲
」
「

8

〇
八
（
明
治
四
十
一
）
年
一
月
）

（
も
と
は
講
演

（
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
十
一
巻

、
評
論

「
創
作
家
の
態
度

）
「
」

9

七
号
、
一
九
〇
八
（
明
治
四
十
一
）
年
四
月
）

（
新
小
説
」
十
三
年
六
号
、
一
九

、
談
話
「
近
作
小
説
二
三
に
就
て
」
「

10

〇
八
（
明
治
四
十
一
）
年
六
月
）

（
東
京
朝
日
新
聞
」
一
九
〇
八
（
明
治
四
十
一
）
年

、
小
説
『
三
四
郎
』
「

11

九
月
一
日
―
十
二
月
二
十
九
日
）

（
早
稲
田
文
学
」
三
十
五
号
、
一
九
〇
八
（
明
治

、
談
話
「
文
学
雑
話
」
「

12

四
十
一
）
年
十
月
）

、
談
話
「
予
の
希
望
は
独
立
せ
る
作
品
也

予
の
描
か
ん
と
欲

―

13

（
「

」
、

（
）

）
す
る
作
品
」
新
潮
十
巻
二
号
一
九
〇
九
明
治
四
十
二
年
二
月

（
随
筆

（
東
京
朝
日
新
聞
」
一
九
一
〇

、
小
品

『
思
ひ
出
す
事
な
ど

）
「
』

14

（
明
治
四
十
三
）
年
十
月
二
十
九
日
―
一
九
一
一
（
明
治
四
十
四
）
年
二
月

二
十
日
）

（
国
民
雑
誌
」
三
巻
三
号
、
一
九
一
二

、
談
話
「
ノ
ラ
は
生
る
ゝ
か
」
「

15

（
明
治
四
十
五
）
年
二
月
）

校
友
会
雑
誌
第
二
三
二
号
一
九
一
四
大

、
「

」
講
演
模
倣
と
独
立
（
「

」
、

（

16

正
三
）
年
一
月
、
も
と
は
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
十
二
月
十
二
日
に
行
わ

れ
た
講
演
）

こ
れ
ら
を
見
て
ま
ず
わ
か
る
こ
と
は
、
漱
石
の
イ
プ
セ
ン
に
対
す
る
言

及
が
主
に
明
治
三
十
九
年
か
ら
明
治
四
十
一
年
頃
に
集
中
し
て
い
る
こ
と

。
、

。
、

で
あ
る
こ
れ
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る
ま
ず

単
純
に
こ
の
時
期
に
お
い
て
漱
石
が
談
話
や
講
演
の
機
会
が
多
か
っ
た
と

い
う
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
も
ち
ろ
ん
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

( )15

明
治
四
十
年
三
月
に
朝
日
新
聞
社
の
専
属
作
家
と
な
る
漱
石
で
あ
る
が
、

明
治
三
十
九
年
頃
か
ら
す
で
に
大
学
を
辞
め
て
作
家
と
し
て
生
き
て
い
く

こ
と
を
考
え
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
自
ら
の
文
学
に
対
す
る
考
え
を

検
討
す
る
上
で
、
イ
プ
セ
ン
作
品
が
参
考
に
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

漱
石
の
イ
プ
セ
ン
に
対
す
る
評
価
は
、
一
貫
し
て
高
か
っ
た
と
言
う
こ

と
が
で
き
る
。
先
に
触
れ
た
三
重
吉
へ
の
書
簡
の
他
に
も
漱
石
は
イ
プ
セ

、
。

ン
に
つ
い
て
そ
の
作
品
を
高
く
評
価
す
る
よ
う
な
言
葉
を
述
べ
て
い
る

例
え
ば
談
話
「
愛
読
せ
る
外
国
の
小
説
戯
曲
」
に
お
い
て
漱
石
は
「
イ

、

ブ
セ
ン
は
豪
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
談
話
「
予
の
希
望
は
独
立
せ
る

作
品
也

予
の
描
か
ん
と
欲
す
る
作
品
」
で
は
、
漱
石
は
自
ら
の
書
こ

―

う
と
す
る
作
品
に
関
し
て
「
何
者
の
支
配
命
令
も
拘
束
も
受
け
ず
に
、

、

作
品
其
物
を
作
り
上
げ
る
を
目
的
と
し
て
作
ら
れ
た
作
品
」
と
述
べ
、
そ

の
観
点
か
ら
イ
プ
セ
ン
作
品
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

一
方
で
、
す
で
に
い
く
つ
か
の
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
漱
石
は
イ
プ
セ
ン
作
品
に
対
す
る
「
不
満
」
も
述
べ
て
い
る
。
そ
れ

「
」

、
は
漱
石
が
明
治
四
十
一
年
の
近
作
小
説
二
三
に
就
て
で
述
べ
て
い
る

イ
プ
セ
ン
作
品
に
対
す
る
「
泣
け
な
い
「
情
操
化
さ
れ
て
居
ら
な
い
」

」

と
い
う
評
価
に
関
し
て
で
あ
る
こ
の
点
に
つ
い
て
秋
山
公
男
は

あ
。

、
、「

「
」

、「
」

ま
り
に
作
者
の
哲
学
が
露
で
あ
っ
て

情
操
化
さ
れ
て
居
ら
な
い



不
自
然
性
を
漱
石
は
気
に
し
な
い
訳
に
は
ゆ
か
な
か
っ
た
」
と
し
て
、
イ

プ
セ
ン
作
品
を
批
判
的
に
捉
え
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
佐
々
木
英

(16)

昭
は
、
漱
石
が
イ
プ
セ
ン
作
品
を
「
哲
学
が
先
行
す
る
あ
ま
り
人
物
の
性

格
が
や
や
極
端
で
一
種
「
底
抜
趣
味
」
（
『
愛
読
せ
る
外
国
の
小
説
戯
曲
』
明

・41

）
に
陥
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
」
と
し
、
「
現
実
に
生
き
て
い
る
」
人
物

1

を
掴
ま
え
て
い
な
い
と
批
判
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。 (17)

こ
の
よ
う
に
漱
石
が
イ
プ
セ
ン
作
品
の
人
物
造
型
を
「
泣
け
な
い
」
と

い
う
点
か
ら
批
判
的
に
捉
え
て
い
た
こ
と
を
先
行
論
は
指
摘
し
て
い
る
。

漱
石
の
イ
プ
セ
ン
受
容
の
問
題
が
、
従
来
決
し
て
重
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
原
因
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
否
定
的
な
見
解
の
存
在
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。そ
れ
で
は
漱
石
は
具
体
的
に
イ
プ
セ
ン
作
品
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
の
か
。
先
に
漱
石
の
イ
プ
セ
ン
作
品
読
書
時
期
が
二
期
に
分
か

れ
て
い
た
こ
と
を
見
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
明
治
四

十
年
を
境
と
し
て
、
分
け
て
検
討
し
て
い
く
。

（
１
）
明
治
四
十
年
以
前
に
お
け
る
イ
プ
セ
ン
へ
の
言
及

評
論
や
談
話
に
お
い
て
漱
石
が
イ
プ
セ
ン
に
関
し
て
言
及
し
て
い
る
も

の
の
中
で
、
最
も
古
い
も
の
は
「
夏
目
漱
石
氏
文
学
談
」
で
あ
る
。
こ
の

談
話
は
ま
ず
、
漱
石
が
島
崎
藤
村
の
『
破
戒
』
（
一
九
〇
六
（
明
治
三
十
九
）

年
三
月
）
を
非
常
に
高
く
評
価
し
て
い
る
こ
と
か
ら
話
し
が
始
ま
る
の
で

あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
漱
石
は
、
「
文
学
は
進
め
ば
進
む
ほ
ど
あ
る
意
味
に

於
て
個
人
的
な
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
を
述
べ
て
い
る
。「
個
人
性
」

と
い
う
の
は
、
漱
石
が
「
た
と
へ
ば
日
本
の
旧
派
の
和
歌
な
ど
と
い
ふ
も

の
は
、
作
者
の
名
を
消
し
て
見
れ
ば
ど
れ
も
く

殆
ど
同
様
で
、
一
つ
も

明
瞭
に
作
者
の
個
人
性
と
い
ふ
も
の
が
現
は
れ
て
ゐ
な
い
」
と
述
べ
て
い

る
こ
と
か
ら
も
、
作
者
の
「
個
性
」
と
し
て
捉
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
漱
石

は
こ
こ
で
、
文
学
に
お
け
る
作
者
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
と
し
て
の
「
個
人

性
」
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
問
題
と
の
関
連
で
イ
プ

セ
ン
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
及
す
る
。

あ
く
ま
で
も
個
人
の
自
由
を
十
分
に
与
へ
て
働
か
し
て
見
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
し
か
し
現
今
の
文
明
が
又
一
方
に
於
て
こ
の
個
人
主
義

に
対
す
る
レ

リ
ン
グ
、
テ
ン
デ
ン
シ
ー
（
平
衡
的
傾
向
）
と
で
も

い
つ
た
や
う
な
傾
向
が
あ
つ
て
、
個
人
的
な
傾
向
ば
か
り
進
ま
し
て

置
か
ぬ
や
う
に
な
つ
て
ゐ
る
。
つ
ま
り
強
い
烈
し
い
個
人
主
義
と
、

こ
れ
を
平
均
し
や
う
と
す
る
一
般
の
傾
向
と
、
こ
の
二
つ
の
相
反
し

た
傾
向
が
妙
な
具
合
に
並
ん
で
進
ん
で
行
く
の
で
す
。
詳
し
く
言
へ

ば
少
し
は
面
白
い
事
が
云
へ
さ
う
で
す
。
で
個
人
主
義
の
こ
と
を
自

覚
と
い
つ
て
も
、
無
論
悟
り
と
い
ふ
の
と
は
違
ひ
ま
せ
う
。
イ
ブ
セ

ン
の
描
い
た
人
物
な
ど
が
、
こ
の
レ

リ
ン
グ
、
テ
ン
デ
ン
シ
ー

に
対
し
て
個
人
主
義
の
矛
盾
を
自
覚
し
た
も
の
で
せ
う
。

こ
こ
で
漱
石
は
、
文
学
の
「
個
人
主
義
」
の
重
要
性
に
つ
い
て
語
る
一

方
で
、
そ
れ
に
反
す
る
傾
向
と
し
て
の
「
レ

リ
ン
グ
、
テ
ン
デ
ン
シ

ー
（
平
衡
的
傾
向
）
と
で
も
い
つ
た
や
う
な
傾
向
」
の
存
在
を
指
摘
し
て
い

る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
中
村
都
史
子
は
、
『
草
枕
』
に
お
け
る
画
工
の



文
明
論
と
と
も
に
、
近
代
社
会
の
「
個
人
の
解
放
」
と
そ
れ
と
「
ひ
き
は

が
す
こ
と
の
出
来
な
い
裏
面
と
し
て
、
個
性
の
平
準
化
、
画
一
化
」
を
漱

石
が
指
摘
し
て
い
る
と
し
、
そ
こ
に
漱
石
と
イ
プ
セ
ン
に
共
通
の
問
題
と

し
て
「
エ
リ
ー
ト
対
大
衆
の
対
立
的
葛
藤
の
問
題
」
を
見
て
い
る
。
中

( )18

村
の
説
明
自
体
は
首
肯
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
よ

、
「

」
り
注
目
す
べ
き
は
こ
こ
で
漱
石
が
自
ら
の
主
張
す
る
文
学
の
個
人
性

の
意
義
を
、
イ
プ
セ
ン
作
品
を
通
し
て
説
明
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
点

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
見
る
た
め
に
、
ま
ず
こ
こ
で
漱
石
が
強
調
し
て
い

る
文
学
に
お
け
る
「
個
人
性
」
の
問
題
を
見
て
お
き
た
い
。

文
学
と
「
個
人
性
」
の
問
題
は
こ
の
当
時
に
お
け
る
漱
石
の
主
要
な
問

題
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
『
文
学
論
』
の
「
序
」
に
お
け
る

。

( )19

「
」

、
、

自
己
本
位
の
重
要
性
の
指
摘
西
洋
の
評
価
に
お
も
ね
る
こ
と
な
く

自
ら
の
評
価
基
準
を
確
立
す
る
必
要
性
を
漱
石
が
述
べ
て
い
る
こ
と
は
余

り
に
も
有
名
で
あ
る
が
、
こ
の
「
個
人
性
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、

こ
の
頃
の
談
話
で
頻
り
に
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
こ
の
時
期
に
漱
石
が
強
調
す
る
「
個
人
性
」
と
は
如
何
な
る

意
味
で
の
「
個
人
性
」
で
あ
る
の
か
。
そ
れ
か
ら
一
ヶ
月
後
の
談
話
で
あ

る
「
文
学
談
」
を
参
照
し
た
い
。
漱
石
は
こ
の
談
話
で
「
何
う
し
て
も

、

」
、

小
説
に
は
道
徳
上
に
渉
つ
た
こ
と
を
書
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
述
べ

「
文
学
は
矢
張
り
一
種
の
勧
善
懲
悪
」
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
そ
の
た

め
に
「
作
者
は
我
作
物
に
よ
つ
て
凡
人
を
導
き
、
凡
人
に
教
訓
を
与
ふ

、

る
の
義
務
が
あ
る
か
ら
、
作
者
は
世
間
の
人
々
よ
り
は
理
想
も
高
く
、
学

問
も
博
く
、
判
断
力
も
勝
ぐ
れ
て
居
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
を
強
調
す

る
。
そ
し
て
こ
の
「
道
徳
上
」
の
「
勧
善
懲
悪
」
に
つ
い
て
「
自
己
の

、

見
識
に
負
か
ぬ
様
に
」
す
る
こ
と
を
強
調
し
、
そ
の
代
表
と
し
て
イ
プ
セ

ン
を
挙
げ
て
い
る
こ
こ
か
ら
先
に
み
た
個
人
性
と
い
う
の
が

道
。

「
」

、「

徳
上
」
の
問
題
に
お
け
る
「
個
人
性
」
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ

う
に
漱
石
は
文
学
の
社
会
性
と
、
個
性
の
発
露
と
い
う
点
を
挙
げ
、
そ
の

代
表
の
一
つ
と
し
て
イ
プ
セ
ン
を
捉
え
て
い
る
。

、
「

」
。

問
題
は
こ
の
よ
う
な
高
い
見
識
に
よ
る
個
人
性
の
意
義
で
あ
る

そ
れ
は
漱
石
が
イ
プ
セ
ン
の
文
学
の
意
義
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の

か
と
い
う
問
題
で
も
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
先
の
「
夏
目
漱
石
氏
文

学
談
」
の
内
容
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
『
漱
石
資
料

文
学
論
ノ
ー

―

ト
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

文
芸
ノ

ナ
ル
ハ
所
々
ニ
述
ベ
タ
リ
．
而
シ
テ
皆
有
益
ナ

in
d
iv
id
u
al

（
殺
伐
ナ

リ
一
ヲ
ト
リ
他
ヲ
棄
ツ
ベ
カ
ラ
ズ
．
惰
弱
ノ
人
ニ
ハ
雄
壮

ナ
ル
文
学
趣
味
ヲ
吹
キ
込
ム
ベ
シ
殺
伐
ナ
ル
者
ニ
ハ
平
和
文

ル
モ
）

学
ヲ
教
フ
ベ
シ
．
名
利
ニ
齷

齰
タ
ル
モ
ノ
ニ
ハ
名
利
以
上
精
神
界
ア

ル
ヲ
感
ゼ
シ
ム
ベ
シ
．
壺
中
ノ
天
地
ニ
独
住
ス
ル
者
ニ
ハ
天
下
ノ
志

ヲ
起
サ
シ
ム
ベ
シ
要
ハ
時
弊
ニ
適
ス
ル
ニ
ア
リ
．
又
人
々
ノ
弊
ヲ
拯

フ
ニ
ア
リ
．

故
ニ
外
国
ニ
賞
翫
セ
ラ
ル
ヽ
者
必
ズ
シ
モ
可
ナ
ラ
ズ
ト
知
ル
ベ
シ
．

又
他
ノ
賞
ス
ル
方
必
ズ
シ
モ
妙
ナ
ラ
ザ
ル
ヲ
知
ル
ベ
シ

弊
極
マ
レ
バ
之
ニ
反
抗
ス
ル
文
学
ハ
必
ズ
生
ズ
ベ
シ
是
人
間
ノ
性
情

（
七

ヲ
満
足
ス
ル
ニ
必
要
ナ
レ
バ
ナ
リ

然
リ

然
リ

Ib
sen
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こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
「
文
芸
ノ

in
d
iv
id
u
al 」
が
、
「
弊
極
マ
レ
バ

之
ニ
反
抗
ス
ル
」
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
し
か
し
そ

の
よ
う
な
個
性
は
、
決
し
て
単
純
な
個
人
の
見
解
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、

「
時
弊
ニ
適
」
し
、
「
人
々
ノ
弊
ヲ
拯
フ
」
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い

る
。
漱
石
は
イ
プ
セ
ン
の
「
個
人
性
」
を
、
単
な
る
利
己
的
な
も
の
と
し

て
で
は
な
く
、
あ
る
種
の
時
代
の
中
の
「
法
則
性
」
を
具
え
た
も
の
と
し

て
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
イ
プ
セ
ン
が
高
い
見
識
を
持
っ
た
作
家
で

(20)

あ
る
と
い
う
漱
石
の
評
価
は
、
こ
の
よ
う
な
点
を
土
台
に
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

（
２
）
明
治
四
十
年
以
降
に
お
け
る
イ
プ
セ
ン
へ
の
言
及

明
治
四
十
年
以
降
に
お
い
て
も
、
漱
石
は
イ
プ
セ
ン
に
つ
い
て
度
々
言

及
し
て
い
る
。
そ
の
言
及
は
先
に
見
た
「
道
徳
上
」
の
問
題
に
お
け
る
イ

プ
セ
ン
作
品
の
「
個
人
性
」
を
軸
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も

イ
プ
セ
ン
の
技
巧
や
構
成
と
い
っ
た
面
に
対
す
る
発
言
が
増
え
て
き
た
こ

と
は
注
目
を
要
す
る
。
そ
の
よ
う
な
発
言
の
中
で
焦
点
と
な
っ
て
い
る
の

は
、
イ
プ
セ
ン
の
人
物
造
型
の
問
題
で
あ
る
。

漱
石
と
イ
プ
セ
ン
作
品
の
登
場
人
物
と
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
は
、『
虞

美
人
草
』
の
藤
尾
や
『
三
四
郎
』
の
美
禰
子
に
「
ヘ
ッ
ダ
」
や
「
ノ
ラ
」

な
ど
の
影
響
を
見
る
と
い
う
形
で
、
す
で
に
い
く
つ
か
の
指
摘
が
あ
る
。 (21)

そ
の
よ
う
な
一
面
は
確
か
に
認
め
ら
れ
る
が
、
一
方
で
イ
プ
セ
ン
の
技
巧

や
構
成
に
対
す
る
言
及
は
、
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

例
え
ば
漱
石
は
、
先
に
も
挙
げ
た
一
九
〇
九
（
明
治
四
十
二
）
年
二
月
の

談
話
「
予
の
希
望
は
独
立
せ
る
作
品
也
―
予
の
描
か
ん
と
欲
す
る
作
品
」

で
イ
プ
セ
ン
作
品
に
つ
い
て
次
の
様
に
述
べ
る
。

イ
ブ
セ
ン
を
能
く
引
き
合
ひ
に
出
す
や
う
で
あ
る
が
、
イ
ブ
セ
ン
の

も
の
を
読
む
と
、
彼
れ
は
一
種
の
哲
学
に
依
つ
て
其
作
品
を
作
り
上

げ
て
居
る
け
れ
共
、
然
し
、
其
作
品
を
読
ん
で
、
作
家
が
一
種
の
哲

学
に
捉
へ
ら
れ
て
書
い
た
作
品
で
あ
る
と
は
思
は
れ
な
い
。
描
き
出

さ
れ
て
居
る
人
間
が
動
い
て
居
て
、
ス
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
自
然
に
、

殊
更
筆
を
曲
げ
た
や
う
な
痕
跡
な
く
、
あ
そ
こ
ま
で
煎
じ
詰
め
ら
れ

て
来
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
吾
々
が
イ
ブ
セ
ン
を
読
ん
で
、
彼
れ
は

一
種
の
哲
学
を
発
表
す
る
為
め
に
、
殊
更
な
非
芸
術
な
作
品
を
作
つ

た
と
は
思
は
な
い
。

こ
こ
で
は
、
イ
プ
セ
ン
の
「
哲
学
」
と
「
技
巧
」
、
特
に
人
物
造
型
と

構
成
が
密
接
な
形
で
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
漱
石
が
イ
プ
セ
ン
の
作

品
を
自
ら
の
理
想
と
の
関
わ
り
で
評
価
す
る
の
も
、
こ
の
点
に
関
し
て
で

あ
る
。
イ
プ
セ
ン
の
人
物
造
型
の
問
題
は
、
イ
プ
セ
ン
の
「
哲
学
」
、
つ

ま
り
先
に
確
認
し
た
よ
う
な
そ
の
「
個
人
性
」
と
い
う
問
題
に
関
わ
っ
て

い
る
。

先
に
秋
山
、
佐
々
木
の
論
を
挙
げ
、
漱
石
が
イ
プ
セ
ン
作
品
の
人
物
に

対
し
て
「
泣
け
な
い
」
「
情
操
化
さ
れ
て
居
ら
な
い
」
と
否
定
的
に
捉
え

て
い
る
こ
と
を
見
て
き
た
。
秋
山
は
そ
こ
か
ら
漱
石
が
イ
プ
セ
ン
作
品
を

「
不
自
然
」
と
見
て
い
た
と
指
摘
し
、
ま
た
佐
々
木
も
漱
石
の
イ
プ
セ
ン

作
品
の
人
物
に
対
す
る
見
方
に
「
リ
ア
ル
な
感
触
は
な
い
」
と
し
て
い
る
。



確
か
に
漱
石
は
、
イ
プ
セ
ン
の
登
場
人
物
に
「
早
い
話
が
ヘ
ツ
ダ
・
ガ

ブ
ラ
な
ん
て
女
は
日
本
に
到
底
居
や
し
な
い
。
日
本
は
愚
か
、
イ
ブ
セ
ン

（
愛
読
せ
る
外
国
の
小
説
戯

の
生
れ
た
所
に
だ
つ
て
ゐ
る
気
づ
か
ひ
は
な
い
」
「

「
実
際
の
社
会
に
容
易
に
出
現
し
な
い

と
い

曲
（
ノ
ラ
は
生
る
ゝ
か
）

」
）

「
」

」

う
よ
う
に
非
現
実
的
な
面
を
見
て
い
る
。
こ
の
点
は
「
イ
ブ
セ
ン
は
そ
れ

だ
け
損
を
し
て
居
る

と
言
っ
た
発
言
や
、
ま

」
（
近
作
小
説
二
三
に
就
て
）

「
」

た
ズ
ー
デ
ル
マ
ン
『
猫
橋

の
見
返
し

』
（

）
R
eg
in
a
,
o
r
th
e
S
in
s
o
f
th
e
F
a
th
ers

の
書
き
込
み
に
「
イ
ブ
セ
ン
ヲ
読
ム
ト
キ
ヨ
リ
モ
難
有
キ
心
持
ア
リ
。

ハ
未
ダ
セ
ン
チ
メ
ン
ト
ニ
ナ
ラ
ザ
ル
、
若
シ
ク
ハ
、
ナ
リ
カ
ケ
ツ

Ib
sen

ヽ
ア
ル
哲
学
ヲ
骨
子
ト
シ
テ
成
ル
ガ
故
ナ
リ
。
心
根
ヲ
傾
ケ
テ
感
興
シ
ガ

タ
キ
余
地
ア
ル
ガ
故
ナ
リ
」
と
あ
る
よ
う
に
否
定
的
に
捉
え
ら
れ
た
一
面

が
確
か
に
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
一
方
で
漱
石
が
イ
プ
セ
ン
作
品
の
人
物

（
愛
読

を
「
活

々
地
に
働
い
て
ゐ
る
。
に
く
ら
し
い
程
健
全
で
あ
る

潑
」
「

せ
る
外
国
の
小
説
戯
曲

予
」
）

（
「

、「
」

描
き
出
さ
れ
て
居
る
人
間
が
動
い
て
居
て

と
し
て
積
極
的
に

の
希
望
は
独
立
せ
る
作
品
也

予
の
描
か
ん
と
欲
す
る
作
品
）

―
」

、
。

評
価
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
再
考
の
余
地
が
あ
る
と
言
え
る

問
題
と
な
っ
て
い
る
「
泣
け
な
い
「
情
操
化
さ
れ
て
居
ら
な
い
」
と

」

い
う
評
価
は
、
明
治
四
十
一
年
六
月
の
談
話
「
近
作
小
説
二
三
に
就
て
」

で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

イ
ブ
セ
ン
の
物

総
体
は
見
な
い
が

ま
ア
泣
け
な
い
物
が
多

―
―

い
或
る
解
釈
か
ら
い
へ
ば
、
渠
の
作
は
其
社
会
的
哲
学
の

。
（
中
略
）

具
体
的
表
現
に
過
な
い
。
而
し
て
其
哲
理
は
中
々
に
意
味
が
あ
る
。

ま
た
尤
も
で
あ
る
。
或
は
流
俗
よ
り
一
歩
も
二
歩
も
先
に
出
て
居
る

と
も
い
は
れ
る
。
然
れ
ど
も
其
哲
理
が
情
操
化
さ
れ
て
居
ら
な
い
。

従
つ
て
此
哲
理
に
由
つ
て
行
動
す
る
人
物
が
躍
然
と
し
て
出
て
も
、

尤
も
だ
と
は
思
は
れ
て
も
、
行
動
が
無
理
は
な
い
位
ま
で
は
行
け
て

も
、
新
し
い
位
迄
は
感
心
さ
れ
て
も
、
急
に
故
い
世
界
か
ら
組
織
の

異
つ
た
世
の
中
へ
出
た
様
な
気
持
ち
が
し
て
も
、

ど
う
も
泣
け

―

な
い
。
其
泣
け
な
い
の
は
篇
中
の
人
物
の
実
行
す
る
主
義
道
徳
が
未

だ
一
般
に
情
操
化
さ
れ
て
居
ら
な
い
。
尤
も
或
る
意
味
で
は
社
会
的

に
い
つ
て
合
理
的
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
然
し
合
理
が
合
理
に
止

ま
つ
て
一
種
の
セ
ン
チ
メ
ン
ト
が
附
け
加
は
つ
て
来
ぬ
。

漱
石
は
イ
プ
セ
ン
の
人
物
造
型
の
背
後
に
彼
の
哲
学
を
見
「
流
俗
よ

、

り
一
歩
も
二
歩
も
先
に
出
て
居
る
」
と
し
て
そ
の
「
先
行
性
」
を
認
め
る

一
方
で
「
社
会
的
に
い
つ
て
合
理
的
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
然
し
合

、

理
が
合
理
に
止
ま
つ
て
一
種
の
セ
ン
チ
メ
ン
ト
が
附
け
加
は
つ
て
来
ぬ
」

も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
漱
石
は
「
泣
け
な
い
「
情

」

操
化
さ
れ
て
居
ら
な
い
」
と
い
う
イ
プ
セ
ン
作
品
に
対
す
る
自
ら
の
違
和

感
を
説
明
付
け
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
捉
え
方
は
、
漱
石
が
イ
プ
セ
ン
作
品
に
関
し
て
早
く
か
ら

抱
い
て
い
た
意
見
と
関
連
し
て
い
る
。
漱
石
が
イ
プ
セ
ン
作
品
を
最
初
に

読
ん
だ
の
は
、
ロ
ン
ド
ン
留
学
時
の
こ
と
で
あ
る
が
、
村
岡
勇
『
漱
石
資

料
文
学
論
ノ
ー
ト
』
に
は
次
の
よ
う
な
メ
モ
が
あ
る
。

―

ノ
中
ノ
母
ヲ
見
ヨ
．

ト
云
フ
カ

ト
云

Ib
sen

T
h
e

G
h
o
st

R
eal

id
eal

フ
カ
，
先
ヅ
其

ヲ
見
ヨ
．
若
シ
カ
ヽ
ル
見
識
ヲ
有
シ
カ

ch
aracter



ヽ
ル

en
lig

h
ten

ed
女
ア
ラ
バ
其

resu
lt
ト
シ
テ
此
言
行
ア
ル
ベ
シ
．

R
esu

lt
ハ

real
ナ
リ
此

assu
m
p
tio

n
ハ

id
eal
ナ
リ
而
シ
テ
其

id
eal

ノ
度
ハ
カ
ヽ
ル
女
ノ
少
ナ
キ
ニ
従
ツ
テ
益

id
ea
ト
ナ
リ
其
数
ノ
増
ス

マ
マ

ニ
従
ツ
テ
益

real
ト
ナ
ル
．
日
本
ニ
ハ
此
種
ノ
女
殆
ン
ド
ナ
シ
故
ニ

id
eal
ナ
ル
ベ
シ
西
洋
ニ
テ
モ
多
カ
ル
マ
ジ
ト
思
フ
故
ニ

id
eal
ナ
ル

ベ
シ
然
シ
西
洋
人
ノ

Ib
sen
ヲ

realistic
ト
云
フ
以
上
ハ
此
種
ノ

assu
m
p
tio

n
ノ
少
ク
ト
モ
目
障
リ
ト
ナ
ラ
ヌ
程
迄
此
種
ノ
女
ノ

ex
isten

ce
ハ
認
メ
ラ
レ
タ
リ
ト
云
フ
モ
不
可
ナ
カ
ラ
ン
是
西
洋
ニ
テ

real
ナ
ル
者
モ
東
洋
ニ
来
レ
バ

id
eal
ト
ナ
ル
ナ
リ
．
又

H
ed
d
a

G
ab
ler
ヲ
見
ヨ
．
N
o
ra
ヲ
見
ヨ
．
（
二
八
八
頁
）

漱
石
は
、
イ
プ
セ
ン
作
品
を
読
み
始
め
た
初
期
か
ら
、
す
で
に
イ
プ
セ

ン
の
描
く
人
物
達
の
行
動
の
異
常
さ
に
注
目
し
て
お
り
、
そ
し
て
そ
の
違

和
感
を
西
洋
と
日
本
の
差
異
に
帰
し
て
い
た
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、

「
R
eal
ト
云
フ
カ

id
eal
ト
云
フ
カ
」
と
い
う
よ
う
に
、
イ
プ
セ
ン
の
作

品
に
「

R
eal 」

な
面
と
「

id
eal 」

な
面
の
両
方
を
見
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
は
、「

R
esu

lt
ハ

real
ナ
リ
此

assu
m
p
tio

n
ハ

id
eal
ナ
リ
」

と
い
う
捉
え
方
に
端
的
に
表
れ
て
い
る
。
イ
プ
セ
ン
の
作
品
の
「

id
eal 」

な
面
は
、
「
日
本
ニ
ハ
此
種
ノ
女
殆
ン
ド
ナ
シ
故
ニ

id
eal
ナ
ル
ベ
シ
」
と

説
明
さ
れ
て
い
る
通
り
、
日
本
の
現
実
（
一
方
で
漱
石
は
「
西
洋
ニ
テ
モ
多
カ

ル
マ
ジ
ト
思
フ
」
と
述
べ
て
い
る
が
）
に
そ
ぐ
な
わ
な
い
た
め
に
「

id
eal 」

と

感
じ
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
、
「

R
eal 」

な
面
と
し
て

「
若
シ
カ
ヽ
ル
見
識
ヲ
有
シ
カ
ヽ
ル

en
lig

h
ten

ed
女
ア
ラ
バ
其

resu
lt
ト

シ
テ
此
言
行
ア
ル
ベ
シ
」
と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
人
物
の
描
き
方
が
「
結

果
」
と
し
て
は
自
然
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

そ
し
て
漱
石
は
、
決
し
て
こ
の
よ
う
な
「

R
eal 」

さ
を
軽
視
し
て
い
な

い
。
明
治
三
十
九
年
の
談
話
「
作
中
の
人
物
」
（
「
読
売
新
聞
」
一
九
〇
六
（
明

治
三
十
九
）
年
十
月
二
十
一
日
）
で
漱
石
は
自
ら
の
考
え
る
「
リ
ヤ
ル
」
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

然
し
自
分
が
今
茲
で
リ
ヤ
ル
と
云
ふ
の
は
実
際
世
間
に
在
る
人
其
儘

、
、

、

と
云
ふ
意
味
で
は
な
く
て
、
作
者
の
想
像
に
依
つ
て
作
ら
れ
た
架
空

の
人
物
で
も
い
ゝ
か
ら
そ
れ
が
読
者
を
し
て
今
迄
曾
て
見
た
こ
と
も

聞
い
た
こ
と
も
な
い
け
れ
ど
世
界
の
何
処
か
に
そ
ん
な
人
が
在
る
様

に
思
は
せ
る
其
力
を
云
ふ
の
で
、
之
が
な
け
れ
ば
其
作
物
は
全
然
価

値
の
な
い
も
の
だ
ら
う
と
思
ふ
。

作
家
は
神
と
等
し
く
新
た
に
実
際
以
外
の
人
間
或
は
人
間
以
上
の

人
間
を
ク
リ
エ
ー
ト
す
る
力
を
有
つ
て
居
る
。
其
創
造
さ
れ
た
人
間

、
、

、
、

、

は
常
に
見
て
居
る
隣
家
の
人
の
如
く
で
な
く
て
も
い
ゝ
、
或
は
人
か

ら
聞
い
た
様
な
者
で
な
く
て
も
い
ゝ
、
或
は
曾
て
在
つ
た
人
物
で
な

く
て
も
い
ゝ
、
全
く
此
世
界
に
そ
ん
な
人
が
な
く
て
も
い
ゝ
け
れ
ど

之
を
読
む
人
を
し
て
真
個
に
在
る
と
思
は
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
之

が
作
家
の
作
家
た
る
所
以
で
あ
る
（
傍
点
原
文
）

漱
石
が
こ
こ
で
述
べ
る
「
リ
ヤ
ル
」
と
は
、
「
実
際
世
間
に
在
る
人
其

儘
と
云
ふ
意
味
で
は
な
く
」
、
「
全
く
此
世
界
に
そ
ん
な
人
が
い
な
く
て
も

い
ゝ
け
れ
ど
之
を
読
む
人
を
し
て
真
個
に
在
る
と
思
は
せ
」
る
よ
う
な
描

か
れ
方
で
あ
る
。
漱
石
は
、
そ
の
よ
う
な
人
物
が
実
際
に
存
在
す
る
か
否



か
と
い
う
点
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
の
描
か
れ
方
が
ど
れ
ほ
ど
自
然
な
も
の

か
と
い
う
点
を
重
視
し
て
い
る
。

そ
し
て
漱
石
の
こ
の
よ
う
な
考
え
は
、
明
治
四
十
年
以
降
に
お
い
て
も

一
貫
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
明
治
四
十
一
年
の
「
田
山
花
袋
君
に
答
ふ
」

（
「
国
民
新
聞
」
一
九
〇
八
（
明
治
四
十
一
）
年
十
一
月
一
日
）
で
は
、
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

拵
へ
も
の
を
苦
に
せ
ら
る
ゝ
よ
り
も
、
活
き
て
居
る
と
し
か
思
へ

ぬ
人
間
や
、
自
然
と
し
か
思
へ
ぬ
脚
色
を
拵
へ
る
方
を
苦
心
し
た
ら
、

．
．
．

ど
う
だ
ら
う
。
拵
ら
へ
た
人
間
が
活
き
て
ゐ
る
と
し
か
思
へ
な
く
つ

て
、
拵
ら
へ
た
脚
色
が
自
然
と
し
か
思
へ
ぬ
な
ら
ば
、
拵
へ
た
作
者

は
一
種
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー
で
あ
る
。
拵
へ
た
事
を
誇
り
と
心
得
る
方

が
当
然
で
あ
る
。
（
傍
点
原
文
）

漱
石
は
こ
こ
で
、
「
拵
ら
へ
た
人
間
が
活
き
て
ゐ
る
と
し
か
思
へ
な
」

い
よ
う
な
描
か
れ
方
を
し
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
「
誇
り
と
心
得
る
」

よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
漱
石
は
、
「
拵
へ
も
の
」
を
否
定

せ
ず
、
む
し
ろ
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
か
、
そ
れ
こ
そ
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
漱
石
が
イ
プ
セ
ン
作
品
を
「
此
哲
理
の
由
つ

て
行
動
す
る
人
物
が
躍
然
と
し
て
出
て
」
（
「
近
作
小
説
二
三
に
就
て
」
）「
描
き

出
さ
れ
て
居
る
人
間
が
動
い
て
居
て
」
（
「
予
の
希
望
は
独
立
せ
る
作
品
也
―

予
の
描
か
ん
と
欲
す
る
作
品
」
）
な
ど
と
し
て
評
価
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る

な
ら
ば
、
そ
こ
に
積
極
的
な
意
義
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
で
は
、
そ
の

意
義
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
先
に
検
討
し
た
『
坑
夫
』
執
筆
前
後
の
急

速
な
イ
プ
セ
ン
受
容
の
問
題
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
こ
に
明
治
四
十
一
年
一

月
の
「
愛
読
せ
る
外
国
の
小
説
戯
曲
」
に
お
い
て
、
イ
プ
セ
ン
と
の
関
連

で
言
及
さ
れ
る
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
の
影
響
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
漱
石

は
こ
こ
で
、「
イ
ブ
セ
ン
は
豪
い
」
と
し
、
そ
の
「
豪
い
」
点
に
つ
い
て
、

メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
の
「
戯
曲
論
」
を
引
き
な
が
ら
説
明
し
て
い
る
。

(22)

(23)

メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
は
現
在
の
戯
曲
が
詩
趣
的
装
飾
を
失
い
、
そ
の
代
わ

り
に
人
間
の
意
識
の
奥
へ
奥
へ
と
割
り
込
ん
で
い
く
傾
向
が
生
ま
れ
て
き

た
と
述
べ
、
そ
の
代
表
者
と
し
て
イ
プ
セ
ン
を
挙
げ
る
。
そ
し
て
多
く
の

作
家
が
道
徳
問
題
を
扱
い
な
が
ら
平
凡
な
解
決
を
示
し
て
い
る
の
は
、
意

識
の
奥
へ
進
も
う
に
も
進
み
き
れ
な
い
た
め
で
あ
る
と
す
る
一
方
で
、
イ

プ
セ
ン
は
「
構
は
ず
切
り
込
ん
で
先
へ
進
ん
だ
」
劇
作
家
で
あ
る
と
し
て

い
る
。
そ
の
上
で
イ
プ
セ
ン
の
描
い
た
人
物
は
、
通
常
の
人
の
考
え
る
義

務
を
「
義
務
と
す
る
に
足
ら
ぬ
義
務
」
と
し
て
捉
え
る
「
超
凡
の
人
」
で

あ
り
、「
意
識
の
尤
も
明
か
に
進
ん
だ
人
物
」
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。

そ
し
て
漱
石
は
こ
の
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
の
論
に
対
し
て
次
の
様
に
述
べ

て
い
る
。

マ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
の
説
は
大
変
面
白
い
。
イ
ブ
セ
ン
の
書
い
た
人
間

が
一
拍
子
変
つ
て
居
る
の
は
全
く
是
が
為
で
、
『
ド
ン
、
キ
ホ
テ
』

や
『
ピ
ク
ウ
イ
ツ
ク
』
に
出
て
く
る
人
間
が
一
拍
子
変
つ
て
ゐ
る
の

と
は
主
意
が
違
ふ
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
つ
ま
り
普
通
以
上
の
自
覚
の

あ
る
人
間
を
描
き
出
し
て
、
其
自
覚
を
動
作
に
あ
ら
は
さ
う
と
云
ふ

の
が
彼
の
目
的
な
の
で
あ
る
。
従
つ
て
彼
の
道
徳
問
題
に
関
す
る
解



決
は
常
人
の
解
決
と
違
つ
て
く
る
。
途
方
も
な
い
解
釈
を
す
る
。
イ

ブ
セ
ン
は
此
方
法
で
吾
人
に
約
束
的
な
解
決
以
上
に
道
徳
問
題
の
解

釈
の
方
法
が
あ
る
と
云
ふ
教
訓
を
与
へ
る
と
同
時
に
、
此
約
束
的
以

上
の
解
釈
で
現
代
の
劇
に
不
足
し
て
い
る
詩
趣
的
装
飾
を
償
つ
た
の

で
あ
る
。

こ
こ
で
漱
石
は
イ
プ
セ
ン
の
哲
学
を
そ
の
人
物
造
型
と
関
連
さ
せ
て
述

べ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
漱
石
が
イ
プ
セ
ン
作
品
に
お
い
て
そ
の
哲

学
の
表
現
を
「
普
通
以
上
の
自
覚
の
あ
る
人
間
を
描
き
出
し
て
、
其
自
覚

を
動
作
に
あ
ら
は
」
し
た
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
し
て

、
「

」
そ
の
根
底
に
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
の
指
摘
す
る
人
間
の
意
識
の
奥
の
奥

へ
「
構
は
ず
切
り
込
ん
で
先
へ
進
ん
だ
」
と
い
う
イ
プ
セ
ン
の
創
作
態
度

を
結
び
つ
け
て
考
え
て
い
る
。
漱
石
が
イ
プ
セ
ン
作
品
の
人
物
を
「
情
操

」
、

「
」

化
さ
れ
て
居
ら
な
い
と
す
る
背
景
に
は
作
品
で
表
現
さ
れ
る
哲
学

の
「
先
行
性
」
が
あ
っ
た
。
漱
石
は
そ
の
よ
う
な
「
先
行
性
」
の
理
由
と

し
て
「
人
間
意
識
の
甚
深
の
急
所
迄
連
れ
込
ん
で
行
く
」
と
い
う
メ
ー

、

テ
ル
リ
ン
ク
の
指
摘
す
る
イ
プ
セ
ン
の
特
長
を
結
び
つ
け
て
理
解
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
は

創
作
家
の
態
度
に
お
い
て
客

、「
」

「

観
的
態
度
」
に
よ
る
「
揮
真
文
学
」
の
「
研
究
」
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
「
全
性
格
の
描
写
」
と
「
心
理
状
態
の
解
剖
」
と
い
う
問
題
と
関
連
し

て
い
る
。
漱
石
が
こ
の
講
演
で
「
揮
真
文
学
」
を
重
視
す
る
の
は
、
明
治

期
日
本
の
「
社
会
状
態
の
変
化
、
特
に
道
徳
的
な
価
値
観
の
変
化
故
に

」

「
、

」「
」

眼
の
明
き
ら
か
な
人
が
此
状
態
の
変
化
を
知
ら
せ
る

揮
真
文
学

が
「
必
要
の
度
が
多
い
」
と
す
る
た
め
で
あ
る
。
漱
石
は
イ
プ
セ
ン
の
人

物
を
「
吾
人
に
約
束
的
な
解
決
以
上
に
道
徳
問
題
の
解
釈
の
方
法
が
あ
る

と
云
ふ
教
訓
を
与
へ
る
」
よ
う
な
「
普
通
以
上
の
自
覚
の
あ
る
人
間
を
描

」
、

き
出
し
た
も
の
と
し
て
評
価
し
て
お
り
（
「

」
）

愛
読
せ
る
外
国
の
小
説
戯
曲

そ
の
根
底
に
イ
プ
セ
ン
が
意
識
の
明
瞭
な
観
察
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
見
て

い
る
。
イ
プ
セ
ン
作
品
の
人
物
描
写
へ
の
評
価
は
「
揮
真
文
学
」
を
重

、

視
す
る
漱
石
の
文
学
観
と
そ
の
根
底
で
密
接
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。（
３
）
漱
石
の
注
目
し
た
イ
プ
セ
ン
作
品
の
構
成
に
つ
い
て

漱
石
は
、
イ
プ
セ
ン
作
品
に
「
人
間
意
識
の
甚
深
の
急
所
迄
連
れ
込
ん

で
行
く
」
と
い
う
特
色
を
見
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
れ
で
は
、
こ

の
よ
う
な
イ
プ
セ
ン
作
品
の
影
響
は
ど
の
よ
う
な
形
で
漱
石
の
作
品
に
表

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

（
東
京
朝
日
新
聞
」
一
九
〇
八
（
明
治

平
岡
敏
夫
は
「
三
四
郎
』
予
告

、
『

」
「

で
示
さ
れ
て
い
る
「
手
間
は
此
空
気
の
う
ち
に

四
十
一
）
年
八
月
十
九
日
）
）

是
等
の
人
間
を
放
す
丈
で
あ
る
、
あ
と
は
人
間
が
勝
手
に
泳
い
で
、
自
ら

波
乱
が
出
来
る
だ
ら
う
と
思
ふ
」
と
い
う
創
作
意
識
を
、
漱
石
の
「
新
し

い
「
人
間
」
把
握
を
語
っ
て
い
る
」
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
こ
の

( )24

「
新
し
い
「
人
間
」
把
握
」
と
い
う
指
摘
は
、
先
の
「
創
作
家
の
態
度
」

に
お
け
る
問
題
意
識
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
注
目
す

べ
き
は
、
そ
れ
を
平
岡
が
『
三
四
郎
』
の
「
構
成
」
の
問
題
か
ら
捉
え
て

い
る
点
で
あ
る
。
漱
石
の
人
物
造
型
の
問
題
は
、
そ
の
作
品
構
成
と
関
連



し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
点
か
ら
注
目
す
べ
き
は
、
虚
子
の
『
鶏
頭
』
の
序
文
に
書

い
た
イ
プ
セ
ン
へ
の
言
及
で
あ
る
。
こ
の
文
章
は
漱
石
が
、
小
説
を
「
余

裕
の
あ
る
小
説
」
と
「
余
裕
の
な
い
小
説
」
の
二
つ
に
分
け
、
虚
子
の
『
鶏

頭
』
に
お
さ
め
ら
れ
た
諸
作
品
を
「
余
裕
の
あ
る
小
説
」
と
し
て
評
価
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
漱
石
は
「
余
裕
の
あ
る
小
説
」
を
「
名
の
示

す
如
く
逼
ら
な
い
小
説
」
と
し
、
物
事
を
様
々
に
味
わ
う
よ
う
な
態
度
の

小
説
と
し
て
い
る
。
一
方
漱
石
は
「
余
裕
の
な
い
小
説
」
を
「
人
生
の
死

活
問
題
を
拉
し
来
つ
て
、
切
実
な
る
運
命
の
極
致
を
映
す
の
を
特
色
」
と

し
た
、
「
セ
ツ
パ
詰
ま
つ
た
小
説
」
と
説
明
し
、
そ
の
代
表
と
し
て
イ
プ

セ
ン
を
挙
げ
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

所
謂
イ
ブ
セ
ン
の
書
い
た
も
の
抔
は
先
づ
吾
人
の
一
生
の
浮
沈
に
関

す
る
様
な
非
常
な
大
問
題
を
つ
ら
ま
へ
て
来
て
其
問
題
の
解
決
が
し

て
あ
る
。
し
か
も
其
解
決
が
普
通
の
我
々
が
解
決
す
る
様
な
月
並
で

な
く
つ
て
へ
え
と
驚
く
様
な
解
決
を
さ
せ
る
事
が
あ
る
。
（
中
略
）
斯

様
に
百
尺
竿
頭
に
一
歩
を
進
め
た
解
決
を
さ
せ
た
り
、
月
並
を
離
れ

た
活
動
を
演
出
さ
せ
た
り
、
篇
中
の
性
格
を
裏
返
し
に
し
て
人
間
の

腹
の
底
に
は
こ
ん
な
妙
な
も
の
が
潜
ん
で
居
る
と
云
ふ
事
を
読
者
に

示
さ
う
と
す
る
に
は
勢
篇
中
の
人
物
を
度
外
れ
な
境
界
に
置
か
ね
ば

な
ら
な
い
。
余
裕
を
な
く
な
さ
な
く
つ
て
は
な
ら
な
い
。
セ
ツ
パ
詰

ら
せ
な
く
つ
て
は
い
け
な
い
。
そ
こ
で
大
抵
は
死
活
問
題
が
出
て
く

る
。
一
世
の
浮
沈
問
題
が
持
ち
上
が
つ
て
来
る
。

こ
こ
で
漱
石
は
、
イ
プ
セ
ン
作
品
の
人
物
が
、
普
通
の
我
々
の
行
動
と

異
な
る
よ
う
な
行
動
を
と
る
の
は
、
「
篇
中
の
人
物
を
度
外
れ
な
境
界
に

置
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
余
裕
を
な
く
な
さ
な
く
つ
て
は
な
ら
な
い
。
セ
ツ

パ
詰
ら
せ
な
く
つ
て
は
い
け
な
い
」
よ
う
な
状
況
に
あ
る
た
め
と
す
る
。

漱
石
は
イ
プ
セ
ン
に
人
間
の
意
識
へ
の
明
瞭
な
観
察
者
と
い
う
見
解
を
持

っ
て
い
た
が
、
そ
の
よ
う
な
意
識
の
観
察
の
た
め
に
、
イ
プ
セ
ン
が
「
篇

中
の
人
物
を
度
外
れ
な
境
界
に
置
」
く
こ
と
で
「
人
間
の
腹
の
底
に
は
こ

ん
な
妙
な
も
の
が
潜
ん
で
居
る
と
云
ふ
事
を
読
者
に
示
さ
う
」
と
し
て
い

た
と
捉
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
漱
石
が
イ
プ
セ
ン
の
特
色
と
し
て
捉
え

て
い
た
「
人
間
意
識
の
甚
深
の
急
所
迄
連
れ
込
ん
で
行
く
」
と
い
う
要
素

を
作
品
の
構
成
の
面
か
ら
も
把
握
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
よ
り
具
体
的
に
漱
石
は
イ
プ
セ
ン
作
品
の
構
成
の
ど
の
よ
う

な
部
分
に
注
目
し
て
い
た
の
か
。
そ
れ
を
示
す
も
の
と
し
て
、
『
棟
梁
ソ

ル
ネ
ス
』
に
対
す
る
長
文
の
メ
モ
（
「
断
片

明
治
四
十
、
四
十
一
年
頃
」
（
恐
ら

く
明
治
四
十
年
後
半
―

藤
本
推
定
）
）
に
注
目
し
た
い
。
漱
石
は
こ
こ
で
、
イ

プ
セ
ン
が
人
物
を
描
く
際
の
、
人
物
同
士
の
関
係
性
の
創
造
に
特
色
を
見

て
い
る
。

C
h
aracters

ノ
relatio

n
ニ

start
ノ

relatio
n
ト

ev
o
lu
tio

n
ノ

relatio
n
ト
ヲ
区
別
ス
。
故
ニ
Ａ
、
Ｂ
ナ
ル

ch
aracters

ノ
relatio

n

ハ
α
（

start
ノ

rel. ）
＋
β
（

ev
o
lv
ed

rel. ）
ノ
二
ト
ナ
ル
。
（
中
略
）

Ib
sen
ハ
α
ヲ
用
ヰ
ル
手
際
ガ
ウ
マ
イ
。

M
aster

B
u
ild

er
ニ
就
テ

云
ヘ
バ
出
ル
人
モ
出
ル
人
モ
皆
最
初
カ
ラ

start
ノ

relatio
n
ヲ

（
M
aster

B
u
ild

er
ニ
対
シ
テ
）
有
シ
テ
居
ル
。
然
モ
其

relatio
n
ガ
中
々



深
イ
意
味
ノ
ア
ル
好
奇
心
ヲ
起
ス
、
運
命
ヲ
支
配
シ
サ
ウ
ナ
従
ツ
テ

人
ノ
注
意
ヲ
引
ク

relatio
n
デ
ア
ル
。
サ
ウ
シ
テ
皆
夫
々
チ
ガ
ツ
テ

居
ル
（
中
略
）

斯
様
ニ

start
ノ

relatio
n
ヲ

sin
g
le
ナ

S
o
ln
ess
ニ
結
ビ
ツ
ケ
テ

サ
ウ
シ
テ
其

relatio
n
〔
ニ
〕
変
化
ヲ
ツ
ケ
ル
此

start
ノ

relatio
n

ノ
v
ariety

ト
m
ean

in
g
ガ
ウ
マ
ク
出
来
レ
バ

d
ram

a
デ
モ
小
説
デ

モ
過
半
ハ
成
立
シ
タ
者
デ
ア
ル
。
ア
ト
ハ
只
自
然
ニ

fo
llo

w
ス
レ

バ
ヨ
イ
。
此

creatio
n
ガ
真
ノ

creatio
n
デ
ア
ル
。

此
start
ノ

relatio
n
ヲ
二
様
ニ
分
ツ
。
一
ハ
過
去
ノ

g
en
eral

state

及
ビ

co
n
d
itio

n
カ
ラ

fo
llo

w
ス
ル
漫
然
タ
ル

relatio
n
。
一
ハ

p
articu

lar
ev
en
t
又

o
ccasio

n
ガ

ch
ief

cau
se
ニ
ナ
ツ
テ
出
テ
来
タ

relatio
n
。
此
二
者
ノ
ウ
チ

g
en
eral
ノ
方
ヲ
用
ヰ
ル
ト

in
terest

ハ
少

ナ
ク
ナ
ル
。

p
articu

lar
ノ
方
ヲ
用
ヰ
ル
ト

in
terest

ガ
大
キ
ク
ナ
ル

k
een
ニ
ナ
ル
。
此

p
articu

lar
ナ
ル

cau
se
ノ
説
明
ガ
知
リ
タ
イ
カ

ラ
デ
ア
ル
。
知
リ
タ
イ
ノ
ガ
モ
ト
ニ
ナ
ル
ノ
ダ
カ
ラ

g
en
eral
デ
モ

説
明
ガ
求
メ
タ
イ

lo
o
k

b
ack
シ
テ
何
カ
ア
ル
ナ
。
今
ニ
分
ル
ダ
ラ

ウ
ト
云
フ
気
ヲ
起
ス
様
ニ
書
キ
出
セ
バ
其
功
力
ハ

p
articu

lar
ニ
近

ク
ナ
ル
。
Ib
sen
ハ
此
点
ニ
於
テ

artist
デ
ア
ル
。

漱
石
は
、
作
品
の
中
の
登
場
人
物
達
の
関
係
に
「

start
ノ

relatio
n
」

つ
ま
り
始
め
か
ら
設
定
さ
れ
て
い
る
関
係
と
、
「
ev
o
lu
tio

n
ノ

relatio
n
」

つ
ま
り
物
語
が
始
ま
っ
て
か
ら
構
築
さ
れ
て
い
く
関
係
の
二
つ
が
あ
る
こ

と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
イ
プ
セ
ン
の
特
長
と
し
て
前
者
、
つ
ま
り
始

め
か
ら
設
定
さ
れ
て
い
る
関
係
の
活
か
し
方
が
う
ま
く
、
そ
れ
が
「
中
々

深
イ
意
味
ノ
ア
ル
好
奇
心
ヲ
起
ス
、
運
命
ヲ
支
配
シ
サ
ウ
ナ
従
ツ
テ
人
ノ

注
意
ヲ
引
ク
」
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
始
め
か
ら
設
定
さ
れ
て
い

る
関
係
の
種
類
と
意
味
を
う
ま
く
形
成
で
き
れ
ば
、
「

d
ram

a
デ
モ
小
説

デ
モ
過
半
ハ
成
立
シ
タ
者
デ
ア
ル
」
と
し
、
そ
れ
を
「
自
然
ニ

fo
llo

w
」

す
る
よ
う
な
作
品
が
「
真
ノ

creatio
n
デ
ア
ル
」
と
ま
で
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
、「

start
ノ

relatio
n
」
を
一
般
的
な
関
係
と
特
殊
な
関
係
に
分
け
、

そ
れ
ら
の
原
因
を
作
品
内
で
興
味
深
い
も
の
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
で
読

者
の
関
心
を
引
き
つ
け
る
と
述
べ
、
イ
プ
セ
ン
は
そ
の
「
点
ニ
於
テ

artist

デ
ア
ル
」
と
認
め
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
れ
は
、
イ
プ
セ
ン
の
作
品
が
こ
の

よ
う
な
人
間
関
係
を
推
進
力
と
し
て
、
物
語
を
展
開
す
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
た
と
い
う
こ
と
を
、
漱
石
が
正
し
く
見
抜
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
漱
石
は
、
イ
プ
セ
ン
が
特
殊
な
状
況
を
用
意
す
る
の
は
人
間
観

(25)

察
の
た
め
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
運
命
ヲ
支
配
シ
サ
ウ
ナ
」
も
の
と
し
て
物

語
の
始
め
か
ら
の
関
係
と
し
て
設
定
さ
れ
る
以
上
、
そ
こ
に
は

「
p
articu

lar
ev
en
t 」
や
「
o
ccasio

n
」
と
密
接
に
結
び
つ
く
「
過
去
」
へ

の
関
心
が
潜
む
こ
と
を
嗅
ぎ
つ
け
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
登
場
人
物
の
関

係
や
「
過
去
」
を
媒
介
と
し
た
関
心
、
つ
ま
り
「

in
terest 」

に
つ
い
て
、

漱
石
は
明
治
四
十
一
年
十
月
の
「
文
学
雑
話
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。

気
の
短
か
い
現
代
の
読
者
を
釣
り
込
ま
う
と
す
る
に
は
あ
る
事
件
が

比
較
的
発
展
し
て
、
大
い
な
る
イ
ン
テ
レ
ス
ト
が
賭
せ
ら
れ
つ
ゝ
あ

る
真
最
中
か
ら
書
き
初
め
て
、
最
初
か
ら
読
者
の
注
意
を
引
き
つ
け

る
に
限
る
。
イ
ブ
セ
ン
は
此
方
法
を
利
用
す
る
事
の
最
も
上
手
な
作



家
で
あ
る
。

漱
石
は
人
物
関
係
が
「
比
較
的
発
展
し
て
、
大
い
な
る
イ
ン
テ
レ
ス
ト

が
賭
せ
ら
れ
つ
ゝ
あ
る
真
最
中
か
ら
書
き
初
め
る
裏
に
イ
プ
セ
ン
の
方

」
「

法
」
を
認
め
て
い
る
。
最
初
に
「
深
イ
意
味
ノ
ア
ル
好
奇
心
ヲ
起
ス
」
人

間
関
係
を
用
意
し
た
上
で
、
そ
れ
が
さ
ら
に
「
セ
ツ
パ
詰
」
ま
っ
た
状
況

へ
と
展
開
す
る
よ
う
に
仕
組
む
点
に
イ
プ
セ
ン
の
方
法
と
構
成
の
特
色
を

認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

漱
石
は
、
イ
プ
セ
ン
の
作
品
の
登
場
人
物
の
造
型
を
高
く
評
価
す
る
と

と
も
に
、
そ
れ
が
イ
プ
セ
ン
の
「
哲
学
、
道
徳
問
題
に
対
す
る
彼
の
批

」

評
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
た
。
そ
し
て
イ
プ
セ
ン

が
、
自
ら
の
思
想
を
登
場
人
物
の
行
動
を
通
し
て
表
現
す
る
上
で
、
そ
の

作
品
の
構
成
、
特
に
物
語
が
始
ま
る
前
か
ら
設
定
さ
れ
て
い
る
人
物
関
係

を
巧
み
に
形
成
し
、
物
語
の
推
進
力
と
し
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
す
で
に
詳
述
す
る
紙
幅
は
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
方

法
や
構
成
へ
の
関
心
は
『
三
四
郎
『
そ
れ
か
ら
』
な
ど
に
活
か
さ
れ
て

、
』

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
漱
石
の
イ
プ
セ
ン
受
容
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
そ
の

文
学
観
を
探
る
一
助
と
し
た
。
特
に
、
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
漱
石

の
明
治
四
十
一
年
以
降
の
人
間
の
意
識
に
対
す
る
関
心
へ
の
傾
斜
に
、
ウ

ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
問
題
の
み
な
ら
ず
、
イ
プ
セ
ン
受
容
の
問
題

が
絡
ん
で
い
る
点
は
重
要
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
「
文
芸
の
哲

、

」
「

」
、

。
学
的
基
礎
や
創
作
家
の
態
度
を
も
と
に
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い

ま
た
本
稿
に
お
い
て
、
は
じ
め
に
も
述
べ
た
よ
う
に
以
降
の
論
の
た
め

。
、

の
準
備
作
業
を
行
っ
た
今
後
は
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
も
と
に

具
体
的
に
作
品
に
即
し
て
、
漱
石
に
お
け
る
イ
プ
セ
ン
の
影
響
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

【
注
記
】

平
岡
敏
夫
「
消
え
ぬ
過
去
」
の
物
語
（
漱
石
序
説
』
塙
書
房
、
一
九
七
六
年
十

「
」
『

1月
、
初
出
「
文
学
」
一
九
七
三
年
四
月
）

こ
の
問
題
を
論
じ
て
い
る
も
の
に
、
平
岡
敏
夫
「
虞
美
人
草
」
か
ら
「
坑
夫
「
三

「
」

2四
郎
へ

彽
徊
趣
味
と
推
移
趣
味

前
掲
漱
石
序
説

相
原
和
邦

虞
」

」（
『

』
）
、

「
「

―
―

美
人
草
「
坑
夫
」
か
ら
「
三
四
郎
」
ま
で

「
三
四
郎
」
の
位
置
（
国
文
学
」

」
」
「

―

一
九
八
一
年
十
月
）
な
ど
が
あ
る
。

―
重
松
泰
雄
「
文
学
論
』
か
ら
「
文
芸
の
哲
学
的
基
礎
「
創
作
家
の
態
度
」
へ

『
」

3「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
」
と
の
関
連
に
お
い
て

（
内
田
道
雄
、
久
保
田

―
」

芳
太
郎
編
『
作
品
論

夏
目
漱
石
』
双
文
社
出
版
、
一
九
七
六
年
九
月
、
小
倉
脩
三

）

『
夏
目
漱
石

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
受
容
の
周
辺
（
有
精
堂
出
版
、
一
九
八

』

九
年
二
月
）
な
ど
。

漱
石
と
イ
プ
セ
ン
の
関
係
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
木
村
功
が
「
夏
目
漱
石
に
お
け
る

4イ
プ
セ
ン
戯
曲
の
受
容

留
学
時
代
の
イ
プ
セ
ン
読
書
（
１
）

（
宇
部
国

―
―

」
「

文
研
究
」
一
九
九
六
年
三
月
）
で
先
行
論
を
概
観
し
て
い
る
。
他
に
も
比
較
文
学
の

分
野
か
ら
中
村
都
史
子
イ
プ
セ
ン
の
三
つ
の
顔

夏
目
漱
石
の
押
さ
え
方

日
、

「
」（
『

―

本
の
イ
プ
セ
ン
現
象

一
九
〇
六
―
一
九
一
六
年
』
九
州
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七

年
六
月
）
に
、
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
指
摘
が
あ
る
。

三
好
行
雄
編
『
夏
目
漱
石
事
典
（
学
燈
社
、
一
九
九
二
年
四
月
、
平
岡
敏
夫
他
編

』
）

5『
夏
目
漱
石
事
典
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
七
月
）

』



木
村
前
掲
論
文
「
夏
目
漱
石
に
お
け
る
イ
プ
セ
ン
戯
曲
の
受
容

留
学
時
代
の
イ

―
6プ

セ
ン
読
書
（
１
）

」
―

「
」
「
「

」
」

東
北
大
学
付
属
図
書
館

夏
目
漱
石
ラ
イ
ブ
ラ
リ
の

漱
石
文
庫
に
つ
い
て

7の
「
資
料
紹
介
「
英
国
留
学
時
代
」
の
ペ
ー
ジ
か
ら
、
漱
石
自
身
の
書
い
た
「
蔵
書

」

目
録
」
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
漱
石
が
そ
れ
ら
の
蔵
書
を
い
つ
頃
購
入
し
た
の
か
、

。（
、

）
知
る
こ
と
が
で
き
る

は
U
R
L

h
ttp

://w
w
w
.lib

rary
.to

h
o
k
u
.ac.jp

/co
llect/so

sek
i/

ち
な
み
に
イ
プ
セ
ン
の
作
品
は
、

『
ヘ
ッ
ダ
・
ガ
ブ
ラ
ー
、

『
社
会

N
o
.1
7
9

N
o
.2
6
2

』

の
柱

他
、

『
人
形
の
家
、

『
ブ
ラ
ン
、

『
棟
梁
ソ
ル
ネ

』
』

』
N
o
.3
3
3

N
o
.3
3
4

N
o
9
5
3

ス
、

『
小
さ
な
エ
イ
ヨ
ル
フ
、

『
私
た
ち
死
ん
だ
も
の
が
目
覚
め

』
』

N
o
.9
5
4

N
o
.9
5
5

た
ら
、

『
ヨ
ー
ン
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ボ
ル
ク
マ
ン
、

『
ロ
ス
メ
ル

』
』

N
o
.9
5
6

N
o
.1
0
1
9

ス
ホ
ル
ム
・
海
の
夫
人
』
で
あ
る
。
但
し
、
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
も
の
で
は
『
ヘ

、

ッ
ダ
・
ガ
ブ
ラ
ー
』
は
確
認
で
き
な
い
。

村
岡
勇
編
『
漱
石
資
料

文
学
論
ノ
ー
ト
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
五
月
）

―
』

8

木
村
前
掲
論
文
「
夏
目
漱
石
に
お
け
る
イ
プ
セ
ン
戯
曲
の
受
容

留
学
時
代
の
イ

―

9プ
セ
ン
読
書
（
１
）

。
ち
な
み
に
『
ブ
ラ
ン
』
に
つ
い
て
「
図
書
購
入
リ
ス
ト

―
」

に
も
書
名
が
購
入
で
き
ず
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
木
村
が
見
落
と
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

先
の
メ
モ
と
「
創
作
家
の
態
度

『
坑
夫
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
雅
発

」
、

10「
夏
目
漱
石
・

彽
徊
趣
味
（
国
文
学

解
釈
と
観
賞
」
一
九
七
五
年
二
月
）
で
詳

」
「

し
く
検
討
さ
れ
て
い
る
。

「
文
芸
の
哲
学
的
基
礎
」
か
ら
「
創
作
家
の
態
度
」
へ
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
遠
藤

11祐
漱
石
文
学
の
展
開

虞
美
人
草

坑
夫

三
四
郎
の
こ
ろ

文
「

『
』『

』『
』

」（
「

―
―

学
・
語
学
」
一
九
六
一
年
十
二
月
）
や
相
原
前
掲
論
文
「
虞
美
人
草
「
坑
夫
」
か

「
」

ら
「
三
四
郎
」
ま
で

「
三
四
郎
」
の
位
置
」
な
ど
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

―

「
坑
夫
』
の
作
意
と
自
然
派
伝
奇
派
の
交
渉
（
文
章
世
界
」
一
九
〇
八
（
明
治
四

『
」
「

12十
一
）
年
四
月
。
ち
な
み
荒
正
人
『
漱
石
研
究
年
表
（
集
英
社
、
一
九
七
四
年
十

）
』

月
）
に
よ
る
と
、
こ
の
荒
井
某
は
書
生
と
し
て
十
二
月
頃
、
漱
石
宅
に
一
時
期
住
み

込
み
、
ま
た
翌
年
一
月
頃
ま
で
再
々
漱
石
宅
に
来
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

『
消
え
ぬ
過
去
（

）
の
漱
石
の
所
蔵
本
は
、
一
九
〇
六
年
刊
行

』
T
h
e

U
n
d
yin

g
P
a
st

13

、
、

、『
』

で
件
の
メ
モ
に
は

と
な
っ
て
お
り

ロ
ス
メ
ル
ス
ホ
ル
ム
・
海
の
夫
人

N
o
.9
9
4

の
購
入
時
期
と
非
常
に
近
い
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
ら
の
作
品
を
漱
石
が
如
何
に
読
ん
だ
か
と
い
う
こ
と
は
、
よ
り
詳
細
に
考
察
す

14る
必
要
が
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
作
品
の
お
お
ま
か
な
傾
向
と
し
て
『
ブ
ラ
ン
』

、

か
ら
『
人
民
の
敵
』
ま
で
に
お
い
て
、
主
に
社
会
的
な
問
題
、
虚
偽
や
正
義
、
真
理

の
問
題
を
扱
っ
て
い
た
イ
プ
セ
ン
が
『
野
が
も
』
以
降
、
そ
の
作
品
が
心
理
劇
の
方

、

―
向
へ
傾
い
て
い
く
と
い
う
変
化
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
原
千
代
海
『
イ
プ
セ
ン

生
涯
と
作
品
』
玉
川
大
学
出
版
部
、
一
九
八
〇
年
四
月
。
そ
し
て
、
漱
石
の
留
学
以

）

前
の
イ
プ
セ
ン
読
書
と
留
学
後
の
イ
プ
セ
ン
読
書
は
こ
の
よ
う
な
変
化
と
軌
を
一
に

し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
単
な
る
偶
然
か
も
知
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
よ
う

な
漱
石
の
イ
プ
セ
ン
読
書
の
経
緯
が
、
後
で
検
証
す
る
漱
石
の
イ
プ
セ
ン
観
の
あ
り

方
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。

荒
正
人
『
漱
石
研
究
年
表
（
前
出
、
二
六
五
頁
）
に
、
明
治
三
十
九
年
か
ら
明
治

』

15四
十
二
年
ま
で
談
話
筆
記
が
多
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

「
『

』
「

」
」

秋
山
公
男

三
四
郎
小
考

露
悪
家
美
禰
子
と
そ
の
結
婚
の
意
味

―
―

16（
日
本
近
代
文
学
」
一
九
七
七
年
十
月
）

「三
好
編
前
掲
書
『
夏
目
漱
石
事
典
』

17

中
村
前
掲
論
文
「
イ
プ
セ
ン
の
三
つ
の
顔

夏
目
漱
石
の
押
さ
え
方
」

―

18

『
文
学
論
』
の
「
序
」
は
『
文
学
論
』
刊
行
前
に
一
九
〇
六
（
明
治
三
十
九
）
年
十

19



一
月
四
日
の
「
読
売
新
聞
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
漱
石
の
イ
プ
セ
ン
観
は
後
々
ま
で
の
機
軸
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

20る
。
例
え
ば
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
に
行
わ
れ
た
講
演
「
模
倣
と
独
立
」
に
お
い

て
も
、
漱
石
は
イ
プ
セ
ン
に
関
し
て
「
イ
ブ
セ
ン
と
云
ふ
人
は
人
間
の
代
表
者
で
あ

る
と
共
に
彼
自
身
の
代
表
者
で
あ
る
と
云
ふ
特
殊
の
点
を
発
揮
し
て
居
る
（
漱
石

」
『

全
集

第
二
六
巻

別
冊

中
「
模
倣
と
独
立
」
よ
り
引
用
）
と
述
べ
て
お
り
、
そ

』

の
「
個
人
性
」
が
「
人
間
の
代
表
」
と
い
う
広
が
り
の
中
で
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

例
え
ば
板
垣
直
子
『
漱
石
文
学
の
背
景
（
鱒
書
房
、
一
九
五
六
年
七
月
、
中
村
前

』
）

21掲
論
文
「
イ
プ
セ
ン
の
三
つ
の
顔

夏
目
漱
石
の
押
さ
え
方
」
な
ど
。

―

M
aeterlin

ck
,

T
ran

s.
b
y
A
.

こ
の
戯
曲
論
は
正
確
に
は

「
」

、
（

T
h
e
D
o
u
b
le

G
a
rd
en
,

22

）
の

の
章
で
あ

T
.d
e
M
atto

s,
L
o
n
d
o
n
:
G
.
A
llen

,
1
9
0
6
.

"
T
h
e
M
o
d
ern

D
ram

a
"

る
。
こ
の
本
を
漱
石
が
い
つ
頃
入
手
し
た
か
と
い
う
と
、
件
の
メ
モ
で
は

と
N
o
.9
5
7

な
っ
て
お
り
『
棟
梁
ソ
ル
ネ
ス
』
等
と
共
に
購
入
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

、

こ
の
「
愛
読
せ
る
外
国
の
小
説
戯
曲
」
に
つ
い
て
、
平
岡
敏
夫
他
編
『
夏
目
漱
石
事

23典
』
の
「
イ
プ
セ
ン
（
イ
ブ
セ
ン
、
ヘ
ン
リ
ッ
ク
（
山
形
和
美
）
の
項
目
に
、
非

）
」

常
に
単
純
で
は
あ
る
が
重
要
な
誤
り
が
あ
る
の
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
項
目

の
次
の
部
分
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

漱
石
は
「
イ
プ
セ
ン
は
偉
い
」
と
初
め
か
ら
言
う
が
、
そ
の
偉
さ
を
メ
ー
テ

ル
リ
ン
ク
の
戯
曲
論
の
中
の
〈
意
識
論
〉
を
も
っ
て
証
明
す
る
。
つ
ま
り
、
現

今
の
戯
曲
が
「
詩
趣
的
装
飾
を
失
っ
た
」
こ
と
の
欠
陥
を
補
う
た
め
に
戯
曲
家

は
人
間
の
意
識
の
奥
に
入
り
込
む
必
要
が
あ
る
、
そ
れ
に
は
「
霊
明
な
意
識
を

捕
ら
え
て
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

こ
れ
が
漱
石
が
紹
介
す
る
メ
ー
テ
ル

―

リ
ン
ク
の
意
識
論
な
の
で
あ
る
。
漱
石
の
結
論
は
「
イ
プ
セ
ン
は
こ
の
点
に

、

於
て
意
識
の
最
高
点
に
達
し
た
」
作
家
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
山
形
の
紹
介
で
は
、
漱
石
が
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
を
紹
介
し
た
の
は
、
こ
の
談
話
筆

記
の
数
行
だ
け
と
い
う
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
「
そ
の
た
め
か
、

、

漱
石
は
イ
プ
セ
ン
的
な
人
物
像
を
具
体
化
す
る
た
め
に
筆
を
進
め
る
「
漱
石
は
多
分

」

に
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
に
準
じ
て
イ
プ
セ
ン
の
戯
曲
の
趣
向
を
読
み
解
く
の
で
あ
る
」
と

い
う
言
葉
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
（
少
な
く
と
も
こ
の
山
形
の
表
記
は
そ
の
よ
う
な
誤

解
を
招
き
か
ね
な
い
。
し
か
し
実
際
に
は
「

色
々
な
事
情
（
内
界
外
界
）
の
為

）
―

め
に
現
今
の
」
か
ら
「
風
狂
と
化
し
了
る
の
を
悲
し
む
の
で
あ
る

」
の
「

」
―

―

の
間
全
て
漱
石
に
よ
る
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
の
説
の
紹
介
で
あ
る
例
え
ば
山
形
が
漱

、
。

「

石
の
結
論
」
と
す
る
「
イ
ブ
セ
ン
は
こ
の
点
に
於
て
意
識
の
最
高
点
に
達
し
た
」
作

「

th
e
h
ig
h
est

p
o
in
t
o
f
h
u
m
an

co
n
scio

u
sn
ess

is
attain

ed
家
で
あ
る
と
い
う
一
文
は

」
「

〈
人
間
の
意

b
y
th
e
d
ram

as
o
f
B
jö
rn
sen

,
o
f
H
au
p
tm

an
n
,
an
d
,
ab
o
v
e
all,

o
f
Ib
sen

.
マ

マ

識
の
最
高
点
は
、
ビ
ョ
ル
ン
ソ
ン
、
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
、
と
り
わ
け
イ
ブ
セ
ン
の
戯
曲

に
よ
っ
て
達
せ
ら
れ
る
。

拙
訳
」
と
す
る
、
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
の
こ
の
指
摘
を

―
〉

形
を
変
え
て
述
べ
た
だ
け
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
山
形
の
紹
介

に
散
見
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
い
く
ら
漱
石
が
強
く
共
感
し

て
い
る
と
は
い
え
、
漱
石
自
身
の
見
解
と
、
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
の
見
解
と
を
区
別
し

て
考
察
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

平
岡
前
掲
論
文
「
虞
美
人
草
」
か
ら
「
坑
夫
「
三
四
郎
」
へ

彽
徊
趣
味
と
推

「
」

―

24移
趣
味

」
―

イ
プ
セ
ン
の
作
品
に
お
け
る
始
め
か
ら
設
定
さ
れ
て
い
る
人
間
関
係
、
つ
ま
り
彼
等

25の
「
過
去
」
が
、
物
語
の
主
要
な
推
進
力
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
多
く
の
指
摘
が
あ

る
。
例
え
ば
こ
の
よ
う
な
イ
プ
セ
ン
の
手
法
を
毛
利
三
彌
は
「
分
析
劇
的
手
法
（
リ

」

ト
ロ
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
・
テ
ク
ニ
ー
ク
）
と
し
て
説
明
し
て
い
る
（
分
析
劇
手
法
と
散

「

文
台
詞

『
イ
プ
セ
ン
の
リ
ア
リ
ズ
ム

中
期
問
題
劇
の
研
究

』
白
凰
社
、

」
、

―
―



一
九
八
四
年
六
月
）
。

※
漱
石
の
作
品
、
評
論
、
書
簡
、
断
片
、
談
話
、
講
演
等
の
引
用
は
、
特
に
断
り
の
な

い
限
り
す
べ
て
岩
波
書
店
最
新
版
の
『
漱
石
全
集
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
十
二

月
―
二
〇
〇
四
年
十
月
）
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
イ
プ
セ
ン
の
作
品
の
邦
題
は
『
世
界
文
学
大
事
典

第
一
巻
』
（
全
六
冊
、

集
英
社
、
一
九
九
六
年
十
月
）
の
毛
利
三
彌
執
筆
「
イ
プ
セ
ン
」
の
項
目
の
も
の
に

よ
っ
た
。

（
九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
学
府
修
士
課
程
二
年
）




